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年末・年始はお酒を飲む機会が増えます。

『飲酒運転はしない、させない、許さない』
～粕屋町からのお願いです～
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「粕屋町財政状況の公表に関する条例」に基づき、粕屋町の平成24年度予算の執行状況を公表します。
　なお、ここに記した数値は、平成24年9月30日現在の執行状況です。

（１）平成24年度歳入歳出予算上半期（４月～９月）執行状況（繰越分を含む）

（２）町有財産の状況 

◎一般会計 
歳　入 

（単位：千円、％） 

項　　　目 

項　　目 

◎特別会計  （単位：千円、％） 

予算現額 
4,111,598

1,734,790

416,973

6,048

収入済額 
1,428,381

782,084

142,268

6,160

収入割合 
34.7 

45.1 

34.1 

101.9 

支出済額 
1,783,532

711,415

99,045

50

執行割合 
43.4 

41.0 

23.8 

0.8 

◎企業会計　水道事業 

収 益 的 収 入
収 益 的 支 出  
資 本 的 収 入  
資 本 的 支 出  

予算現額 
939,606
909,159

200
364,713

410,521
245,982

0
67,005

43.7 
27.1 
0.0 

18.4 

収入（支出）済額 収入（支出）率 
（単位：千円、％） 

項　　目 

◎企業会計　流域関連公共下水道事業 

収 益 的 収 入  
収 益 的 支 出  
資 本 的 収 入  
資 本 的 支 出  

予算現額 
1,021,025
1,067,347
842,138

1,109,255

498,345
266,250
111,937
260,190

48.8 
24.9 
13.3 
23.5 

収入（支出）済額 収入（支出）率 

（３）町債（長期借入金）の状況　　  （単位：千円） 

借入残高 
10,140,687

0
1,830,895

11,408,641（４）一時借入金の状況　　  （単位：千円） 

国 民 健 康 保 険 基 金 か ら 運 用 

借入残高 借　入　先 会　計　別 
500,000

土 地 

建 物 

基 金 

988,143㎡

108,434㎡

2,885,434千円

歳　出   　　　　　　　 （単位：千円、％） （単位：千円、％） 

会 計 別 

予算現額 項　　　目 収入済額 
5,449,812
105,000
15,000
5,000
2,500

390,000
25,000
26,729

1,411,667
11,000

277,716
252,284

1,260,218
922,133
10,997

3
331,238
630,619
116,073
782,937

12,025,926

2,834,808
31,790
4,893
2,242

0
230,442
16,008
26,729

891,255
6,798

117,832
124,937
581,114
199,778
10,055

9
0

630,620
48,293

0
5,757,603

52.0 
30.3 
32.6 
44.8 
0.0 

59.1 
64.0 

100.0 
63.1 
61.8 
42.4 
49.5 
46.1 
21.7 
91.4 

300.0 
0.0 

100.0 
41.6 
0.0 

47.9 

138,846
1,156,776
4,060,740
1,532,056

84,389
51,695

1,285,609
451,726

1,403,293
15

1,606,264
235,359
19,158

12,025,926

71,595
444,826

1,607,050
658,400
19,756
37,297

450,335
245,389
642,524

0
284,817

6,438
0

4,468,427

51.6 
38.5 
39.6 
43.0 
23.4 
72.1 
35.0 
54.3 
45.8 
0.0 
17.7 
2.7 
0.0 

37.2 

収入割合 項　　目 執行割合 予算現額 支出済額 

財　政　状　況　の　公　表財　政　状　況　の　公　表

町 税
地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
地 方 消 費 税 交 付 金
自動車取得税交付金
地 方 特 例 交 付 金
地 方 交 付 税
交通安全対策特別交付金
分 担 金 及 び 負 担 金
使 用 料 及 び 手 数 料
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
財 産 収 入
寄 附 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
町 債
合 計

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農林水産業費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災害復旧費
公 債 費
諸 支 出 金
予 備 費

合 計

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

住宅新築資金等貸付事業

一 般 会 計 
住宅新築資金等貸付事業会計 
水 道 会 計 
流域関連公共下水道事業会計 

次ページへ続く 
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　｢地方公共団体の財政の健全化に関する法律｣の施行に伴い、平成23年度決算に基づき算定しま
した粕屋町の健全化判断比率は下表のとおりです。

指　　　　　標 増　減 

 0.8％

△23.0％

　18.0％

　90.4％

　18.8％

　67.4％

 13.75％ 

 18.75％ 

20.0％ 

30.0％ 

※　①実質赤字比率及び②連結実質赤字比率は、赤字額がないため「―」で示す。 

財 政 指 標

財 政 力 指 数

経常収支比率

平成23年度

0.810

90.4

0.819

87.3

平成22年度

● 実質公債費比率 

用語の解説 

指 標 か ら み る 粕 屋 町 の 財 政 状 況指 標 か ら み る 粕 屋 町 の 財 政 状 況

　平成23年度は、すべての比率が早期健全化基準を下回りました。しかし、③実質公債費比率が18.0％
以上になり地方債の発行に対し許可が必要です。新規発行債を抑え、繰上償還を進めるなど公債費を抑
制する必要があります。
　また④将来負担比率は、地方債の現在高が減少したため大幅に良くなりました。
　また、その他の財政指標を昨年度と比較すると、

　財政力指数は、昨年度より0.009と若干ではありますが悪くなっています。また、財政の柔軟性を示
す指標である経常収支比率も、昨年度より3.1ポイント悪くなっており、町村では75％を超えると経常
経費の抑制に留意をする必要があると言われ、町財政の硬直化が進み道路や生活基盤整備などの投資的
事業にまわす余力がなくなってきていることになります。

　一般会計や公営企業会計の公債費に一部事務組合（須恵町外二ケ町清掃施設組合、粕屋南
部消防組合、北筑昇華苑組合、福岡地区水道企業団）が支払う公債費のうち粕屋町が負担し
た額を加えた額に対する財政負担の割合を示す比率。

● 将来負担比率 
　一般会計や公営企業会計の地方債現在高及び一部事務組合の地方債の元金償還額に充てる
町の負担額、債務負担行為に基づく支出予定額、退職手当支給予定額、土地開発公社の負債
額など将来における財政負担の割合を示す比率。

● 早期健全化基準 
　財政の早期健全化を図るための基準として政令で定められた数値で、①から④の指標のい
ずれかが基準以上である場合は、財政の悪化した要因を分析し自主的な改善努力による早期
の財政健全化計画を作成しなければならない。

● 財政再生基準 
　指標①②③のいずれかが基準以上である場合は、財政が著しく悪化した要因を分析し、財
政再生計画を作成し総務大臣の同意を得なければならない。また、総務大臣は当該団体に対
して予算の変更や、財政再生計画の変更その他必要な措置を勧告することが出来る。

実 質 赤 字 比 率 

連結実質赤字比率 

①

②

実 質公債費比率 

将 来 負 担 比 率 

③

④

財政再生基準 早期健全化基準 

―
（△ 7.63％）

平成23年度 平成22年度

（％）

―
（△22.26％）

―
（△ 6.68％）

―　
（△19.94％）

―
（△ 0.95％）

―
（△ 2.23％）

35.0％ 

― 

 25.0％

350.0％
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粕屋町職員の給与等を公表します粕屋町職員の給与等を公表します
　粕屋町職員の給与や職員定数は、地方公務員法･地方自治法に基づき、町議会の議決により条
例で定められています。粕屋町は条例に基づき、給与制度等について、厳正な運用に努めています。
このことを住民の皆さまにご理解いただくために、その主な内容をお知らせいたします。なお、
内容の数値は、公務員給与実態調査などによるものです。

４　職員の手当の状況

１人当たり平均支給額
（23年度）

（23年度支給割合） （23年度支給割合）

期末手当 
2.6月分 

(1.45月分)

（加算措置の状況）
　職制上の段階、職務の級等
　による加算措置
　・役職加算5～15%

（加算措置の状況）
　職制上の段階、職務の級等
　による加算措置
　・役職加算5～20%
　・管理職加算10～25％

（注）　(  )内は、再任用職員に係る支給割合です。

粕屋町 国

1,351千円 －

３　一般行政職の級別職員数等の状況
○ 一般行政職の級別職員数の状況（平成24年4月1日現在）

（注）　給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

5 . 5

14 . 7

7 . 3

3 6 . 7

7 . 3

2 0 . 2

8 . 3

1 00

6

16

8

40

8

22

9

109

主任主事

主事

主事、主事補

３級

７級 部長、局長、参事

課長補佐、相困係長５級

４級

２級

１級

計

係長、主査

課長、参事補佐６級

標準的な職務内容 職員数(人)区分 構成比(％）

○ 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成24年4月1日現在）

円 円 円

円円 円

304,918

301,933

円275,850

区　　分

大　学　卒

高　校　卒

高　校　卒技能
労務職

経験年数
10年以上15年未満

231,100

－

360,250273,715一般
行政職

経験年数
20年以上25年未満

経験年数
15年以上20年未満

330,400

　　 －

○ 職員の初任給の状況（平成24年4月1日現在）

円 円

円 円

円 －

172,200

140,100144,500    

一般
行政職

高　校　卒 133,100

大　学　卒

高　校　卒

172,200     

国粕屋町

技能
労務職

区　　分

２　職員の平均給与月額、初任給等の状況
○ 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成24年4月1日現在）

45.9歳 304,300円

区　　分

313,200円一般行政職 41.2歳

技能労務職

372,716円

345,165円

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

○ ラスパイレス指数の状況（各年4月1日現在）
年

指数

平成19年 平成23年

97.0 97.9

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与
水準を100とした場合の地方公務員の給与
水準を示す指数です。

○ 職員給与費の状況（普通会計決算資料より）

663,462181

期末・勤勉手当 計　　Ｂ職員手当

243,94423年度

給　 料

105,711

１人当たり給与費
Ｂ／Ａ

職員数
A

給　　与　　費　　(千円)

1,013,117 5,597 

１　総括
○ 歳出総額に占める人件費の状況（普通会計決算統計資料より）

14.4 14.723年度 11,749,422 609,446 1,693,607

区　分

区　分

実質収支(千円) 人件費(千円)
Ｂ

（参考）
22年度の人件費率(％)

人件費率(％)
Ｂ／Ａ

歳出額(千円)
Ａ

住民基本台帳人口(人)
（23年度末）

43,154

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。　　　　　２　職員数は、平成23年4月1日現在の人数です。

（注）１「平均給料月額」とは、平成24年４月１日現在における各職種
　　　ごとの職員の基本給の平均です。
　　２「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、
　　　地域手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当
　　　の額を合計したものです。

 ○ 期末手当・勤勉手当

勤勉手当 
1.35月分 
(0.65月分)

期末手当 
2.6月分 

(1.45月分)

勤勉手当 
1.35月分 

 (0.65月分)

次ページへ続く



5

６　職員数の状況
○ 部門別職員数の状況と主な増減理由　（各年4月1日現在）

（注）１　職員数は一般職に属する職員数です。
　　２　[     ]内は、条例定数の合計です。
　　３　職員数に特別職、臨時職員は含みません。

対前年
増減数

合　　計

その他
(国保・介護)

小　計

平成23年

区　分

部　門

議会

総務

税務

農林水産

商工

土木

民生

衛生

計

水道

下水

平成24年

業務増による増

業務増による増

欠員不補充及び退職による減

‹参考›人口1万人当たり職員数 30人

欠員補充による増

‹参考›人口1万人当たり職員数 42人

欠員不補充による減

欠員不補充による減 

‹参考›人口1万人当たり職員数  47人

５　特別職の報酬等の状況

円

円

円

円

円

報

酬
副議長

退

職

手

当

（算定方式）

272,000

293,000

349,000        議　長

議　員

区 分

給

料

（23年度支給割合）

町　長

副町長

町　長

副町長

期末手当

2.95月分

給料月額等

834,000        

674,000        

（支給時期）

任期毎

給料月額×3.0
　×在職月数／12

任期毎

（1期の手当額）

17,013,600

8,088,000

給料月額×5.1
　×在職月数／12

○ その他の手当（平成24年4月1日現在）

同じ 千円 円

千円 円

扶養手当 円

住居手当 円

通勤手当 円

管理職手当 円

比較
（国の制度）

同じ 17,953

112,265

216,332

千円 221,640

支給実績
（23年度決算）

支給職員１人当たり
平均支給年額

（23年度決算）

160,770

42,065

592,870

12,379

部長 (66,000円)　事務局長・次長 (57,000円)　
課長 (53,000円)　課長補佐 (42,000円)

借家　家賃額に応じて　最高限度額27,000円
持家　2,500円

配偶者　　　　　　　　 13,000円
配偶者以外　　　　　　　6,500円
子 (満16歳年度始め～満22歳年度末) 加算5,000円

地域手当

時間外手当

支給率　3.0％

手　当　名

通勤距離2キロ以上が対象
交通機関利用者 (1か月の支給限度額は55,000円)
交通用具利用者 (通勤距離に応じて支給)

千円

借家　左と同じ
持家　－

20,750

21,667

同じ 32,017正規の勤務時間を越えて勤務することを命じられ
た職員に対して支給される

内容及び支給単価(月額)

千円

同じ 4,669千円

○ 退職手当（平成24年4月1日現在）

勤続20年 月分 月分 勤続20年 月分 月分
勤続25年 月分 月分 勤続25年 月分 月分
勤続35年 月分 月分 勤続35年 月分 月分
最高限度額 月分 月分 最高限度額 月分 月分

その他の加算措置

１人当たり平均支給額　

(注) １　支給率は福岡県市町村職員退職手当組合の規程によるものです。　
 ２　退職手当の１人当たり平均支給額は、平成23年度に退職した職員に支給された平均額です。

41.34 33.50 41.34

国

59.28

23.50 30.55

47.50 59.28
59.28

粕屋町

（支給率）　　　　　　　　自己都合　　 勧奨・定年

185千円　 26,287千円

23.50 30.55
33.50
47.50
59.28

（支給率）　　　　　　　　自己都合　　 勧奨・定年

定年前早期退職特例措置
(2～20%加算) その他の加算措置 定年前早期退職特例措置

(2～20%加算)

59.28
59.28

役職の分類が異なる

公
営
企
業
等
会
計

一
般
行
政

普
通
会
計

主な増減理由
職員数

（平成24年4月1日現在）

（注）退職手当の「1期の手当額」は、4月1日現在の給料月額及び
支給率に基づき、1期（4年=48月）勤めた場合における退
職手当の見込額です。

2

38

20

4

2

11

37

17

131

50

181

9

4

12

25

206

[ 237 ]

2

38

20

4

2

12

39

15

132

51

183

8

4

11

23

206

0

0

0

0

0

1

2

ー2

1

1
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8時30分から17時まで　1日について7時間45分（1週間：38時間45分）

12時から12時45分まで

週休日：土曜日及び日曜日　休日：祝日法による休日及び年末年始の休日

20日／年　（平成23年度の平均取得日：10日）

結婚、産前産後、忌引、子の看護など

同居する家族を介護する無給休暇

3歳未満の子を養育するための無給の休暇　（平成23年度の取得者：5人）

区　分 内　　　　　容 

勤 務 時 間 

休 憩 時 間 

週休日、休日 

年次有給休暇 

病 気 休 暇 

特 別 休 暇 

介 護 休 暇 

育 児 休 暇 

医師の証明に基づき療養のため勤務しないことがやむを得ないと認められる
必要最小限度の期間　（平成23年度の取得者：9人）

休　職 

－ 

区　　　分 処　分 

1　人

－

処分者数 

心身の故障 

－ 

事　由 

分 限 処 分 

懲 戒 処 分 

区　　　分 終了人員 内　　　　容 

4人

自治体の自律的な財政運営
市町村税徴収事務研修
自治体の内部統制と監査機能
緊急時における情報発信のあり方

43人
＜階層別研修＞ 
新規採用職員研修、一般職員研修（Ⅰ～Ⅲ）、係長研修、 
課長研修など 

市町村中央研修所 2人
住民税課税事務研修
政策企画研修

31人
＜専門研修＞
市町村民税、法制執務、地方公会計改革、ＯＡなど

全国市町村
国際文化研修所

福岡県市町村職員 
研修所 

区　　　分 事　業　概　要 

糟屋郡公平委員会 

職員（組合員）の短期給付（医療）、長期給付（年金）及び福祉事業

労働安全衛生法に基づき、産業医及び衛生委員会の設置及び年一回の
定期健康診断

職員の勤務条件に関する措置及び職員に対する不利益処分に関する審査

福岡県市町村職員 
共済組合 

公務上の災害又は勤務による災害を受けた場合の補償

福利厚生に関する事業、相互扶助および親睦を図るための各種事業
（平成24年度）互助会員数208人、福利厚生事業補助金20,000円／人

職員の健康管理 

地方公務員 
災害補償基金 

粕屋町職員互助会 

7　職員の勤務時間とその他の勤務条件の状況

8　職員の分限及び懲戒処分の状況（平成23年度）

9　職員の研修の状況（平成23年度）

10　職員の福祉及び利益の保護の状況
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「こんにちは　税務課です。」「こんにちは　税務課です。」
　サラリーマンの大部分は、「年末調整」により所得税が精算されますので確定申告をする必要はありません
が、年末調整のときに申告していない所得控除などがある場合に「還付申告」をすることで納め過ぎの税金
が戻ってくることがあります。
　今回は、この「還付申告」の代表的な事例についてお知らせします。
　★還付申告の代表例
　①年末調整のときに控除漏れになった扶養親族（年齢16歳未満の者を除く）があるとき
　②年末調整のときに、申告し忘れた本人や家族の社会保険料(国民年金保険料、国民健康保険税、後期高齢

者医療保険料、介護保険料など)や生命保険料、地震保険料などがあるとき
　※家族が受け取る年金から天引きされている社会保険料は、本人以外の人からの所得控除はできません。
　③多額の医療費を支出したとき
　※本人または家族のために支払った医療費(保険金などで補てんされる金額を除いた額)が、所得金額の

5％と10万円のいずれか少ない方の金額を超えている場合、超えた金額が控除されます。
　※予防接種、美容整形の費用や近視・遠視のための眼鏡などの購入費用は医療費控除の対象外です。
　④年の途中で退職し、年末調整を受けずに源泉徴収税額が納め過ぎとなっているとき
　⑤源泉徴収されている公的年金受給者で、生命保険料控除や社会保険料控除、医療費控除などがあるとき
　⑥寄附(国、地方公共団体、社会福祉法人などに対する寄附)をしたとき
　★申告に必要なもの
　①給与・年金などの源泉徴収票　　③印鑑
　②各控除の証明書・領収書など　　④本人名義の口座が分かるもの
　●問合せ　粕屋町税務課　住民税係　☎938-2311（内線424・425）

【町税の不申告等に対する過料処分のお知らせ】
　税の公平性の観点から、町税の申告義務がある方に再三にわたりお願いしているにもかかわらず、正当
な事由がなく不申告などの義務違反者に対し粕屋町税条例の規定により「過料」を科する場合があります。
　過料を科され納付されないときは、地方税の滞納処分の例により、強制徴収することができます。
　決められた時期に正しく申告をしましょう。

［粕屋町税条例（抜粋）］
(町民税の納税管理人に係る不申告に関する過料)
第26条　前条第2項の認定を受けていない町民税の納税義務者で同条第1項の承認を受けてないものが同項の規定によ
って申告すべき納税管理人について正当な事由がなくて申告しなかった場合においては、その者に対し、10万円以下
の過料を科する。 

(町民税に係る不申告に関する過料)
第36条の4　町民税の納税義務者が第36条の2第1項、第2項若しくは第3項の規定によって提出すべき申告書を正当な
理由がなくて提出しなかった場合又は同条第8項若しくは第9項の規定によって申告すべき事項について正当な理由が
なくて申告をしなかった場合においては、その者に対し10万円以下の過料を科する。 

(退職所得申告書の不提出に関する過料)
第53条の10　分離課税に係る所得割の納税義務者が退職所得申告書を正当な理由がなくて提出しなかった場合には、
その者に対し、10万円以下の過料を科する。 

(固定資産税の納税管理人に係る不申告に関する過料)
第65条　前条第2項の認定を受けていない固定資産税の納税義務者で同条第1項の承認を受けていないものが同項の規
定によって申告すべき納税管理人について正当な事由がなくて申告しなかった場合においては、その者に対し、10万
円以下の過料を科する。 

(固定資産に係る不申告に関する過料)
第75条　固定資産の所有者(法第386条に規定する固定資産の所有者をいう。)が第74条又は法第383条の規定によって
申告すべき事項について正当な事由がなくて申告をしなかった場合においては、その者に対し、10万円以下の過料を
科する。 

(軽自動車税に係る不申告等に関する過料)
第88条　軽自動車等の所有者等又は第80条第2項に規定する軽自動車等の売主が前条の規定によって申告し、又は報告
すべき事項について正当な理由がなくて申告又は報告をしなかった場合においては、その者に対し、10万円以下の過
料を科する。 

(たばこ税に係る不申告に関する過料)
第100条の2　たばこ税の申告納税者が正当な事由がなくて第98条第1項又は第2項の規定による申告書を当該各項に規
定する申告書の提出期限までに提出しなかった場合においては、その者に対し、10万円以下の過料を科する。 

【申告に対する問合せ先】　粕屋町税務課（住民税係・固定資産税係）　☎938-2311 内線（424・422）

【申告する場所】
お住いの地区の税務署（粕屋町で
は香椎税務署）。ただし、時期によ
っては役場でも受付しております。
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　このコーナーでは、あなたの
まわりの身近な出来事や話題を
待っています。
　電話で結構です。粕屋町協働
のまちづくり課まで。
☎ 938-0173  FAX 938-3150
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平
成
25
年
度 

粕
屋
町
認
可
保
育
所
入
園
児
募
集

期
間
は
12
月
11
日（
火
）か
ら
12
月
25
日（
火
）で
す

（
申
込
用
紙
は
子
ど
も
未
来
課
で
配
布
中
で
す
）

◎
来
年
度
保
育
所
入
園
を
希
望
さ

れ
る
児
童
を
、
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

◎
平
成
24
年
度
中
に
申
し
込
み
を

し
て
い
て
、
現
在
入
園
で
き
て

い
な
い
方
も
、
再
度
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

●
募
集
対
象
及
び
定
員
　
末
尾
記

載
の
入
園
要
件
に
該
当
す
る
児

童
【
公
立
】

▽
仲
原
保
育
所

　
６
か
月
〜
５
歳
　
１
１
０
名

　
☎（
９
３
８
）４
５
５
６

▽
西
保
育
所

　
６
か
月
〜
５
歳
　
１
１
５
名

　
☎（
６
１
１
）９
１
０
８

▽
中
央
保
育
所

　
６
か
月
〜
５
歳
　
１
２
０
名
　

　
☎（
９
３
８
）８
７
４
６

【
私
立
】

▽
粕
屋
わ
か
ば
保
育
所（
恵
育
福

祉
会
）　
４
か
月
〜
５
歳

　
１
５
０
名

　
☎（
９
３
９
）６
１
１
１

▽
ヴ
ィ
ラ
の
ぞ
み
愛
児
園（
五
豊
会
）

　
３
か
月（
た
だ
し
、
首
が
す
わ
っ

て
か
ら
）
〜
５
歳
　
１
４
０
名

　
☎（
９
５
７
）１
０
０
５

▽
大
川
保
育
園（
相
和
会
）

　
８
週
〜
５
歳
　
１
８
０
名

　
☎（
９
３
８
）３
１
０
９

▽（
新
）
仮
称
　
原
町
駅
前
保
育
所

（
純
正
福
祉
会
）

　
８
週
〜
５
歳
　
１
２
０
名

　
☎（
９
３
８
）０
２
１
４

　（
粕
屋
町
子
ど
も
未
来
課
）

●
募
集
期
間
　
12
月
11
日（
火
）
か

ら
12
月
25
日（
火
）
ま
で（
た
だ

し
、土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
）

●
申
込
書
　
子
ど
も
未
来
課（
粕

屋
町
役
場
１
階
）
で
配
布
中

　※

在
園
児
は
各
保
育
所
で
配
布

●
提
出
先
　
粕
屋
町
子
ど
も
未
来

課（
粕
屋
町
役
場
１
階
）

　※

在
園
児
は
各
保
育
所
へ

●
入
園
要
件
　
町
内
居
住
者（
住

民
登
録
し
て
い
る
人
）
で
、
児

童
の
保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
次

の
項
目
に
該
当
し
、
か
つ
同
居

の
親
族
そ
の
他
の
者
が
児
童
を

保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
①
家
庭
の
外
で
仕
事
を
し
て
い
る
。

②
家
庭
内
で
児
童
と
離
れ
て
、
日

常
の
家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て

い
る
。

③
親
が
出
産
の
前
後
、
病
気
、
負
傷
、

心
身
に
障
が
い
が
あ
る
。

④
同
居
の
親
族
が
長
期
に
わ
た
り

疾
病
や
身
体
に
障
が
い
を
有
し
、

い
つ
も
介
護
を
し
て
い
る
。

⑤
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他

の
災
害
復
旧
の
た
め
。

▽
保
育
方
針

一
、
生
活
を
中
心
と
し
た
一
人
一

人
の
育
ち
を
大
切
に
す
る
。

二
、
本
物
に
出
会
い
触
れ
る
こ
と

を
通
し
て
多
様
な
経
験
を
し
、

成
長
・
発
達
を
促
す
。

三
、「
応
答
的
保
育
」
を
実
践
し
、

子
ど
も
が
自
ら
考
え
行
動
で

き
る
よ
う
に
援
助
す
る
。

▽
保
育
内
容

◎
０
歳
・
１
歳
・
２
歳
は
保
育

士
の
担
当
制（
１
歳
・
２
歳
の

異
年
齢
混
合
ク
ラ
ス
）

◎
３
歳
・
４
歳
・
５
歳
の
異
年

齢
混
合
ク
ラ
ス

▽
保
育
時
間
　
午
前
７
時
〜
午
後

６
時（
月
〜
土
曜
日
）

▽
延
長
保
育
　
午
後
７
時
ま
で

（
月
〜
金
曜
日
）
別
途
料
金
が
必

要
▽
一
時
保
育…

実
施
予
定（
別
途
料

金
が
必
要
）

▽
そ
の
他
の
取
組

▼
５
歳
児
英
会
話
教
室

　（
月
１
，
０
０
０
円
）

▼
体
操
教
室（
３
歳
〜
５
歳
）

　
負
担
な
し

▼
絵
画
教
室（
４
歳
、
５
歳
）

　
負
担
な
し

▼
園
庭
開
放
、
公
開
保
育（
月

１
回
）

●
問
合
せ
　
粕
屋
町
子
ど
も
未
来

課
　
☎（
９
３
８
）０
２
１
４

（
社
会
福
祉
法
人
　
純
正
福
祉
会
）

仮
称
　
原
町
駅
前
保
育
所
の
概
要

　
　
　
　
　
　 
（
定
員
１
２
０
名
）

　
水
道
メ
ー
タ
ー
器
の
有
効
期
間

（
８
年
間
）
が
満
了
す
る
前
に
、
町
が

委
託
し
た
次
の
指
定
工
事
業
者
が
交

換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
12
月
は
、
内
橋
一
区
、
内
橋
二
区

の
交
換
対
象
宅
の
メ
ー
タ
ー
器
を
交

換
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
交
換
工
事
で
、
代
金
を
請
求

す
る
こ
と
は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

●
委
託
業
者

㈲
前
田
設
備
工
業

　
　
　
　
　
☎（
６
２
１
）
９
９
２
８

㈱
倉
田
　
　
☎（
９
３
８
）
２
７
０
８

松
山
工
業
㈱
☎（
９
３
８
）
２
２
４
５

●
問
合
せ
　
直
接
各
担
当
の
委
託
業

者
へ
電
話
し
て
い
た
だ
く
か
、
粕

屋
町
上
下
水
道
課
☎（
９
３
８
）
０

　
２
３
９
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

水
道
メ
ー
タ
ー
器

　
　
交
換
の
お
知
ら
せ
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国民年金保険料は、年末調整や
確定申告の際に社会保険料控除
として申告することができます。

　国民年金保険料を社会保険料控除として申告する場合に、１年間に納付した

国民年金保険料を証明する書類を添付することが義務付けられています。

　このため、生命保険会社などから送付される控除証明書と同様に、１年間に

納付した国民年金保険料の額を証明した控除証明書（ハガキ）が、日本年金機構

から11月上旬に送付されています。

　申告の手続の際は、必ずこの証明書や領収証書が必要となりますので、申告を行うまで大切に

保管してください。

　お問い合わせ・ご質問がございましたら、下記「控除証明書専用ダイヤル」までお電話ください。

控除証明書専用ダイヤル

●専用ダイヤル電話番号　　０５７０－０７０－１１７（ナビダイヤル）
　　０５０または０７０から始まる電話でおかけになる場合は ☎０３－６７００－１１３０

●受付期間　11月1日（木）～平成25年3月15日（金）

●受付時間　
　○月　曜　日　　8:30～19:00
　○火～金曜日　　8:30～17:15
　○第２土曜日　　9:30～16:00
　　月曜日が祝日の場合は、火曜日に午後7時まで相談をお受けします。

　　祝日、12月29日～1月3日は、ご利用いただけません。

※ナビダイヤルでは、一般の固定電話からおかけになる場合は全国どこからでも、市内通話料金
でご利用いただけます。ただし、一般の固定電話以外（携帯電話など）からおかけになる場合は
通常の通話料金がかかります。

※「０３－６７００－１１３０」　の電話番号におかけになる場合は、通常の通話料金がかかります。
※「０５７０」の最初の「０」を省略したり、市外局番をつけて間違い電話になっているケースが発生
していますので、おかけ間違いにはご注意ください。

●その他の問合せ 東福岡年金事務所…☎651-7129
 粕屋町総合窓口課国保年金係…☎938-2311 内線447
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年末年始の休業について～お知らせ～年末年始の休業について～お知らせ～

野外焼却（野焼き）の禁止 野外焼却（野焼き）の禁止 

年末年始は次のとおり休業いたしますので、皆さまのご協力をお願いいたします。

ご み の 種 類
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粗 大 ご み の 収 集

ごみの自己搬入(クリーンパーク)

剪 定 ご み の 自 己 搬 入

し 尿 等 く み 取 り

動 物 等 の 回 収 業 務
（粕屋保健福祉事務所）

※12月23日（日・祝）は、「クリーンパー

ク」への搬入を受け入れます。
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をお願いします。   
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でです。   
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用できます。
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　年末年始は、忘年会・クリスマス・お正月などたくさんのイベントが続いて暴飲暴食になり
がちです。今回は「炭酸ジュース500ml」にどのくらい砂糖が入っているかを調べてみました。

～甘い飲み物にご注意～～甘い飲み物にご注意～

炭酸ジュース500mlには47.5gの砂糖が入っています。
（スティック9.5本分）
　

チョコレート11.8個分と同じ砂糖の量です。
　

ごはん1.1杯分、ビール1.4杯分と同じエネルギーに
なります。
　

これは成人男性60㎏の人が72分ウォーキングすると
やっと消費できます。小学6年生の男の子だと、200
メートルの運動場を45周するとやっと消費できるエ
ネルギーです。

≪甘味飲料チーム調べ≫

　砂糖をとりすぎると肥満や虫歯
にもつながります。飲みすぎに注
意して、なるべく水分補給はお水
やお茶を選ぶようにしましょう。 ●問合せ　粕屋町健康づくり課　☎938-0258

　血糖値が高い状態を放置しておくと、糖尿病を引き起こします。薬を使わずに血糖値を下げ
るにはどんな方法があるのかなど、一緒に勉強してみませんか？
　２回講座で実施しますが、ご都合の悪い方はどちらかのみの参加でも構いません。ご家族と
同伴での参加もお待ちしています。

また、この教室の参加者を対象に、調理実習をしながら糖尿病予防の食事を学ぶ第3回講座も1月中
旬に予定しています。参加を希望される方には教室当日にご案内いたします。

●問合せ　粕屋町健康づくり課　☎938-0258

日　程

時　間

場　所

対象者

定　員

持ってくるもの

第1回目：12月5日（水） 第2回目：12月12日（水）

糖尿病とは？糖尿病予備軍とは？
糖尿病になったらどうなるの？

糖尿病予防のための食事について

午前9時30分～午前11時30分

粕屋町健康センター（役場北側）

血糖値が高めの方、糖尿病に興味のある方など

30名

筆記用具、電卓、健診結果（持っている方のみ）、私の健康記録（持っている方のみ）

  要予
約！ 参加希望の方は、来所またはお電話で申し込みください。

●申込期間　両方受講希望者は12月4日（火）、2回目のみ希望者は12月11日（火）まで

※平日　午前8時30分～午後5時☎９３８－０２５８

内　容

15

3 0代基本健診のご案内
　30代の方を対象に基本健診を実施します。今年健診を受けたことのない方は、この機会に体の状
態をチェックしませんか。
　また、平成25年1月27日（日）には、38・39歳の方を対象に歯科健診も同時実施いたします。

～安全安心、まちづくり粕屋町～

粕 屋 町 安 全 速 報

粕屋町協働のまちづくり課　☎938－0173

●健診内容　基本健康診査(問診、身長、体重、腹囲、血圧、検尿、診察、血液検査)
●対象者　今年度30歳～ 39歳になる方(S48.4.1 ～ S58.3.31生まれ)
　ただし、職場などで受診機会のある方は申し込みできません(健診は1年に1回です)
●健診日　1月27日(日)・28日（月）　受付=午前8時30分～午前11時　※要予約
●健診会場　粕屋町健康センター（役場北側）
●自己負担　500円
　＊次に該当する方は無料　・生活保護受給者で診療依頼証提示者（当日お持ちください）
　　　　　　　　　　　　　・住民税非課税世帯に属する人（予約時にお申し出ください）

●申込み　健診予約ダイヤル ☎938-2421
　●予約受付期間　12月3日(月) ～ 19日（水）
●定員　両日とも先着200名(予約がないと受けることができません。)
★歯科検診（1月27日（日）実施）ご希望の方は予約時にお申し出ください。（38・39歳の方のみ、
　先着50名）

年末特別警戒活動実施中
※10月22日粕屋町酒殿付近でひったくり発生
　年末は経済活動や生活があわただしくなり、各種事件や事故が多発するおそれがあります。特に金融
機関、コンビニ及び深夜スーパーなどを狙った“強盗事件”や“ひったくり”などの街頭犯罪には十分注
意が必要です。また、飲酒の機会も増えることから飲酒運転を絶対にしないように注意しましょう。一
人ひとりが事件や事故に遭わない・起さないように心掛け、健やかな新年を迎えるため、次のことを
参考にしてください。

　金融機関・コンビニなどの防犯対策
●複数勤務などの体制を強化しましょう
●防犯カメラなどの防犯設備を常時点検しておきましょう
●従業員の皆さまに非常時の任務分担など、防犯教育を徹底しておきましょう
●来店者への声かけの励行と店内環境の整理整頓をしておきましょう

　街頭犯罪（ひったくり）対策
●なるべく明るく人通りの多いところを歩きましょう
●貴重品は肌身につけ、カバンなど車道と反対に持つようにしましょう
●自転車の荷物カゴには、防犯ネットなどを利用しましょう
●カードや通帳などの被害は、二次被害を防止するため、利用停止などの措置を早めにとりましょう
●金融機関やＡＴＭから出た後は、時々は後ろを振り返るなど、周囲をよく見回すように注意しましょう

被害にあったら直ちに１１０番
二次被害防止、犯人逮捕のために迅速な被害届を今月の一口メモ
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項目 23年度 前年度
比較増減

貯金

給料

パート収入

両親の年金

家のリフォームの公的補助

銀行からの借入

　　　収入

食費

衣料

家賃・光熱水費

長男への仕送り

親戚への援助

両親の医療費

家のリフォーム

ローン返済

　　　支出

　　貯金残額

30 万円

320 万円

24 万円

199 万円

4 万円

42 万円

619 万円

98 万円

25 万円

92 万円

34 万円

119 万円

90 万円

39 万円

90 万円

587 万円

32 万円

△3 万円

6 万円

5 万円

0 万円

2 万円

△11 万円

△1 万円

△2 万円

0 万円

14 万円

2 万円

△6 万円

7 万円

△20 万円

2 万円

△3 万円

2 万円

かすや家の家計簿（1年間）

平成２3年度決算　公会計（基準モデル）による「財務４表」を公表します
　粕屋町では平成21年度決算より、公会計による財務諸表を公開しております。町の経営資
源を把握して、その有効活用方法や改善策を検討し行政改革を推進することが公会計導入の
目的です。これまでの官庁会計に企業会計の考え方を取り入れて、以下の4表を「基準モデル」
で整備しています。

　財務書類の個々の数字を見ても、それが何を意味しているのかわかりづらいものがあります。
住民ニーズ（住民が知りたいこと、知っておいた方が良いこと）を踏まえた視点で財務状況を
分析し、理解しやすい形にしてお伝えします。

貸借対照表とは一時点において保有する資産、負債、純資産を記載したものです。

一般会計 全体の会計 一般会計 全体の会計
473億8千万円

435億5千万円

27億3千万円

11億円  　　

6億3千万円

473億8千万円

資産

町（住民）が保有している財産。
現世代・次世代が提供を受ける
行政サービスの価値の総額です。

（内訳）
公共資産（インフラ資産）
　学校、道路、橋、公園など

投資など
　基金、積立金、出資金など

流動資産
　現金預金や税などの未収金
　　　　　　（うち現金預金　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

その他
　繰延資産など

計

※平成23年度決算では、全体の会計として粕屋町の一般会計、特別会計、公営企業会計に加え、
　土地開発公社の財務諸表と連結しています。

760億2千万円

695億2千万円

29億円  　　

36億円  　　

23億1千万円

6百万円

760億2千万円

125億円  　　

348億8千万円

473億円8千万円

負債

純資産

次世代が負担する
借入金（町債）など、
将来返済する必要の
ある債務です。

これまでの世代が
既に負担済みで、
次世代へ引き継ぐ
正味価値の総額です。

計

280億2千万円

480億円  　　

760億2千万円

※表中、表示単位未満は四捨五入のため合計が一致しない箇所があります。

町の純資産が平成23年度中にどのように増減したかを示しています。

※お断り　編集の都合により、見開きのP16、P17に掲載いたしました。

一般会計 全体の会計
346億4千万円

2億4千万円
　

△96億2千万円
116億5千万円
△17億9千万円

348億8千万円

22年度末純資産額（期首純資産残高）

23年度変動額（当期変動額）
（内訳）
　純経常行政コスト
　財源調達（町税、地方交付税、国・県補助金）
　その他

23年度末純資産額（期末純資産残高）

353億8千万円

126億2千万円
　

△145億6千万円
177億6千万円
94億2千万円

480億円　　  

④純資産変動計算書 NWM

①貸借対照表（バランスシート） BS

行政サービスの利用による収益（使用料・手数料）と、それ
に要した費用（コスト）から行政コストを算出しています。

一般会計 全体の会計
101億円　　  

19億3千万円

31億円　　  

48億6千万円

2億1千万円

4億8千万円

96億2千万円

経常費用

1年間に提供された行政サービス
（資産形成に供された部分を除く）
に要したすべての費用です。

（内訳）
人にかかるコスト
　町職員給与、議員報酬など

物にかかるコスト
　光熱水費、物品購入費、減価償却費、
　施設・設備の修繕費など

移転支出的コスト
　社会保障給付としての扶助費、
　補助金など

その他のコスト
　町債の利子など

経常収益

行政サービスの利用で、町民が
負担する使用料・手数料など
※町税は含みません

純経常行政コスト

経常費用から経常収益を引いた
純粋な行政コスト

171億4千万円

21億5千万円

51億2千万円

92億8千万円

5億9千万円

25億8千万円

145億6千万円

③行政コスト計算書 PL

一定期間内の現金の増減と残高を示して、現金の流れを示します。

一般会計 全体の会計
5億9千万円

4千万円
　

17億円　　  
△7億1千万円
△9億5千万円

6億3千万円

22年度末資金額（期首資金残高）

23年度収支（当期収支）
（内訳）
　経常的収支
　資本的収支
　財務的収支

23年度末資金額（期末資金残高）

22億6千万円

5千万円
　

32億5千万円
△11億8千万円
△20億2千万円

23億1千万円

②キャッシュフロー計算書 CF

※23年度の行政運営にかかる資金収支は黒字となっています。

財務書類分析の視点

詳細は粕屋町ホームページ　トップページ＞行政ガイド＞情報公開＞財政状況＞決算に係る財務書類

http://www.town.kasuya.fukuoka.jp/gyosei/johokokai/zaisei/kessanzaimusyorui/index.html

住民ニーズ 状況を客観的に判断するための数値項目
分析の
視点

粕屋町（一般会計）

23年度指標 参照する書類
前年度比較
増減

1．将来世代に残る資産は
　  どれくらいあるか?

住民一人当たりの資産

歳入額対資産比率

資産老朽化比率

純資産比率

社会資本等形成の世代間負担比率

住民一人当たりの負債

基礎的財政収支（プライマリーバランス）

地方債償還年数（返済能力）

BS

BS、CF

BS、資産台帳

BS

BS

BS

CF

BS、CF

109.8万円

3.8年

52.9%

73.6%

77.0％

29.0万円

9.9億円

6.1年

△2.6万円

△0.1年

＋10.6%

＋1.1％

△1.8％

△1.9万円

＋3.4億円

△0.1年

2．将来世代と現世代との
　  負担分担は適切か?

3．財政に持続可能性があ
　  るか?  （どれくらい借
　  金があるか?）

資産
形成型

世代間
公平性

持続
可能性

（健全性）

キャッシュフロー計算書（ＣＦ）を　　　 家計簿に置き換えてみると…

一般会計
22年度末資金額（期首資金残高）

　　　　租税収入

　　　　経常業務費用収入

　　　　移転収入

　　収入

　　　　　　人件費支出

　　　　　　物件費支出

　　　　　　経費支出など

　　　　経常業務費用支出

　　　　　　他会計への移転支出など

　　　　　　補助金等移転支出

　　　　　　社会保障関係費等移転支出

　　　　移転支出

　　支出

経常的収支

　　資本的収入

　　資本的支出

資本的収支

　　財務的収入

　　財務的支出

財務的収支

5 億 8,946 万円

63 億 9,499 万円

4 億 8,252 万円

39 億 8,659 万円

108 億 6,410 万円

19 億 5,627 万円

4 億 9,684 万円

18 億 5,036 万円

43 億    346 万円

6 億 7,514 万円

23 億 8,424 万円

17 億 9,648 万円

48 億 5,586 万円

91 億 5,932 万円

17 億    478 万円

8,135 万円

7 億 9,350 万円

△7 億 1,215 万円

8 億 4,512 万円

17 億 9,659 万円

△9 億 5,147 万円

4,116 万円

6 億 3,062 万円

22年度の現金の残り

税金

使用料や手数料

国や県からの補助金など

職員給与、退職金、議員報酬など

光熱水費、通信運搬費、物品購入費など

業務委託費など

特別会計への繰出金

補助金など

子ども手当や障がい者支援費など

公共資産形成の国や県からの補助金など

公共資産形成のための支出

国や金融機関からの借入など

元金償還や支払利息など

23年度の収入と支出の差

23年度の現金の残り23年度末資金額（期末資金残高）

23 

年 

度 

収 

支
（
当
期
収
支
）

資金収支計算書を「約2000分の１」に置き換えて、
年収約550万の家計簿に置き換えて表現してみると…

（知りたいこと、
知っておいた方が良いこと）

17 16



項目 23年度 前年度
比較増減

貯金

給料

パート収入

両親の年金

家のリフォームの公的補助

銀行からの借入

　　　収入

食費

衣料

家賃・光熱水費

長男への仕送り

親戚への援助

両親の医療費

家のリフォーム

ローン返済

　　　支出

　　貯金残額

30 万円

320 万円

24 万円

199 万円

4 万円

42 万円

619 万円

98 万円

25 万円

92 万円

34 万円

119 万円

90 万円

39 万円

90 万円

587 万円

32 万円

△3 万円

6 万円

5 万円

0 万円

2 万円

△11 万円

△1 万円

△2 万円

0 万円

14 万円

2 万円

△6 万円

7 万円

△20 万円

2 万円

△3 万円

2 万円

かすや家の家計簿（1年間）

平成２3年度決算　公会計（基準モデル）による「財務４表」を公表します
　粕屋町では平成21年度決算より、公会計による財務諸表を公開しております。町の経営資
源を把握して、その有効活用方法や改善策を検討し行政改革を推進することが公会計導入の
目的です。これまでの官庁会計に企業会計の考え方を取り入れて、以下の4表を「基準モデル」
で整備しています。

　財務書類の個々の数字を見ても、それが何を意味しているのかわかりづらいものがあります。
住民ニーズ（住民が知りたいこと、知っておいた方が良いこと）を踏まえた視点で財務状況を
分析し、理解しやすい形にしてお伝えします。

貸借対照表とは一時点において保有する資産、負債、純資産を記載したものです。

一般会計 全体の会計 一般会計 全体の会計
473億8千万円

435億5千万円

27億3千万円

11億円  　　

6億3千万円

473億8千万円

資産

町（住民）が保有している財産。
現世代・次世代が提供を受ける
行政サービスの価値の総額です。

（内訳）
公共資産（インフラ資産）
　学校、道路、橋、公園など

投資など
　基金、積立金、出資金など

流動資産
　現金預金や税などの未収金
　　　　　　（うち現金預金　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

その他
　繰延資産など

計

※平成23年度決算では、全体の会計として粕屋町の一般会計、特別会計、公営企業会計に加え、
　土地開発公社の財務諸表と連結しています。

760億2千万円

695億2千万円

29億円  　　

36億円  　　

23億1千万円

6百万円

760億2千万円

125億円  　　

348億8千万円

473億円8千万円

負債

純資産

次世代が負担する
借入金（町債）など、
将来返済する必要の
ある債務です。

これまでの世代が
既に負担済みで、
次世代へ引き継ぐ
正味価値の総額です。

計

280億2千万円

480億円  　　

760億2千万円

※表中、表示単位未満は四捨五入のため合計が一致しない箇所があります。

町の純資産が平成23年度中にどのように増減したかを示しています。

※お断り　編集の都合により、見開きのP16、P17に掲載いたしました。

一般会計 全体の会計
346億4千万円

2億4千万円
　

△96億2千万円
116億5千万円
△17億9千万円

348億8千万円

22年度末純資産額（期首純資産残高）

23年度変動額（当期変動額）
（内訳）
　純経常行政コスト
　財源調達（町税、地方交付税、国・県補助金）
　その他

23年度末純資産額（期末純資産残高）

353億8千万円

126億2千万円
　

△145億6千万円
177億6千万円
94億2千万円

480億円　　  

④純資産変動計算書 NWM

①貸借対照表（バランスシート） BS

行政サービスの利用による収益（使用料・手数料）と、それ
に要した費用（コスト）から行政コストを算出しています。

一般会計 全体の会計
101億円　　  

19億3千万円

31億円　　  

48億6千万円

2億1千万円

4億8千万円

96億2千万円

経常費用

1年間に提供された行政サービス
（資産形成に供された部分を除く）
に要したすべての費用です。

（内訳）
人にかかるコスト
　町職員給与、議員報酬など

物にかかるコスト
　光熱水費、物品購入費、減価償却費、
　施設・設備の修繕費など

移転支出的コスト
　社会保障給付としての扶助費、
　補助金など

その他のコスト
　町債の利子など

経常収益

行政サービスの利用で、町民が
負担する使用料・手数料など
※町税は含みません

純経常行政コスト

経常費用から経常収益を引いた
純粋な行政コスト

171億4千万円

21億5千万円

51億2千万円

92億8千万円

5億9千万円

25億8千万円

145億6千万円

③行政コスト計算書 PL

一定期間内の現金の増減と残高を示して、現金の流れを示します。

一般会計 全体の会計
5億9千万円

4千万円
　

17億円　　  
△7億1千万円
△9億5千万円

6億3千万円

22年度末資金額（期首資金残高）

23年度収支（当期収支）
（内訳）
　経常的収支
　資本的収支
　財務的収支

23年度末資金額（期末資金残高）

22億6千万円

5千万円
　

32億5千万円
△11億8千万円
△20億2千万円

23億1千万円

②キャッシュフロー計算書 CF

※23年度の行政運営にかかる資金収支は黒字となっています。

財務書類分析の視点

詳細は粕屋町ホームページ　トップページ＞行政ガイド＞情報公開＞財政状況＞決算に係る財務書類

http://www.town.kasuya.fukuoka.jp/gyosei/johokokai/zaisei/kessanzaimusyorui/index.html

住民ニーズ 状況を客観的に判断するための数値項目
分析の
視点

粕屋町（一般会計）

23年度指標 参照する書類
前年度比較
増減

1．将来世代に残る資産は
　  どれくらいあるか?

住民一人当たりの資産

歳入額対資産比率

資産老朽化比率

純資産比率

社会資本等形成の世代間負担比率

住民一人当たりの負債

基礎的財政収支（プライマリーバランス）

地方債償還年数（返済能力）

BS

BS、CF

BS、資産台帳

BS

BS

BS

CF

BS、CF

109.8万円

3.8年

52.9%

73.6%

77.0％

29.0万円

9.9億円

6.1年

△2.6万円

△0.1年

＋10.6%

＋1.1％

△1.8％

△1.9万円

＋3.4億円

△0.1年

2．将来世代と現世代との
　  負担分担は適切か?

3．財政に持続可能性があ
　  るか?  （どれくらい借
　  金があるか?）

資産
形成型

世代間
公平性

持続
可能性

（健全性）

キャッシュフロー計算書（ＣＦ）を　　　 家計簿に置き換えてみると…

一般会計
22年度末資金額（期首資金残高）

　　　　租税収入

　　　　経常業務費用収入

　　　　移転収入

　　収入

　　　　　　人件費支出

　　　　　　物件費支出

　　　　　　経費支出など

　　　　経常業務費用支出

　　　　　　他会計への移転支出など

　　　　　　補助金等移転支出

　　　　　　社会保障関係費等移転支出

　　　　移転支出

　　支出

経常的収支

　　資本的収入

　　資本的支出

資本的収支

　　財務的収入

　　財務的支出

財務的収支

5 億 8,946 万円

63 億 9,499 万円

4 億 8,252 万円

39 億 8,659 万円

108 億 6,410 万円

19 億 5,627 万円

4 億 9,684 万円

18 億 5,036 万円

43 億    346 万円

6 億 7,514 万円

23 億 8,424 万円

17 億 9,648 万円

48 億 5,586 万円

91 億 5,932 万円

17 億    478 万円

8,135 万円

7 億 9,350 万円

△7 億 1,215 万円

8 億 4,512 万円

17 億 9,659 万円

△9 億 5,147 万円

4,116 万円

6 億 3,062 万円

22年度の現金の残り

税金

使用料や手数料

国や県からの補助金など

職員給与、退職金、議員報酬など

光熱水費、通信運搬費、物品購入費など

業務委託費など

特別会計への繰出金

補助金など

子ども手当や障がい者支援費など

公共資産形成の国や県からの補助金など

公共資産形成のための支出

国や金融機関からの借入など

元金償還や支払利息など

23年度の収入と支出の差

23年度の現金の残り23年度末資金額（期末資金残高）

23 

年 

度 

収 

支
（
当
期
収
支
）

資金収支計算書を「約2000分の１」に置き換えて、
年収約550万の家計簿に置き換えて表現してみると…

（知りたいこと、
知っておいた方が良いこと）

17 16



18このページに関するお問い合わせは、かすやドーム（☎939-5130）または、ホームページなどでご確認ください。

かすやドームで企画
されたコーナーです。

トレーニング室

・25ｍ×７レーン（屋内温水プール）
・水温30℃　室温30℃プールアリーナ

かすやドームのプールは温水プール
で歩行専用コースや自由遊泳コース
などがあります。体を温めるジェッ
トプール（約38℃）や採暖室（約60～
70℃）など快適にご利用できます。

背中の筋肉を鍛えるマシンです。
寒さで体が縮こまり首や肩の血行
も悪くなりがちな季節。このマシ
ンで背中周りの筋肉を刺激し、血
行を促進させましょう。姿勢改善
や肩こり改善にも効果があります。

スタジオレッスンは高校生以上から
参加できます。ヨガ、ピラティス、エ
アロビクスなど、楽しく運動ができ
るレッスンを多数開催しています。
1回単位での受講スタイルなので、
気が向いた時にいつでも参加が可能
です。（室内用シューズが必要なレッ
スンもあります）

おススメトレーニングマシン紹介　★バーチカルロウ

専属のスタッフがストレッチ方法から基本的なマシンの
使い方、トレーニング室でのルールのご説明など 30分程
度行います。残りの時間自由にトレーニングできます。

トレーニング室を使ってみませんか（初回講習会）

水温約 38℃、ジェットと気泡でリラッ
クスできます。水からあがり冷えた体を
温めます。この時期着替える時に体が冷
えてしまいます。泳ぎ終わって着替える
前にジェットプールを利用するのがコ
ツです。

◎水中運動で血行促進・心肺機能向上に役立てましょう

・体育館（当日2時間）及び
　武道場、トレーニング室、
　スタジオ（軽体操室）
　　300円　一般
　　150円　高校生・65歳～
・プールアリーナ
　　400円　一般
　　300円　高校生
　　200円　小・中学生･65歳～
　　100円　幼児
＊幼児は2歳以上でおむつが完全に
　とれていることが条件となります

★施設利用料(2時間）

体育館（アリーナ）・公園

★そのほかにも、さまざまなレッスンがあります。詳しくは、
　館内チラシ・ホームページ・お電話などでご確認ください。

高校生以上から利用可

 平　日　11：00　13：00　15：00　20：00
 土日祝　11：00　13：00　15：00　17：00

毎回4回
開催

●年末年始の営業について
　プール　　　年末20日（木）まで　年始5日（土）から営業
　プール以外　年末27日（木）まで　年始5日（土）から営業
●運動不足になりがちな時期です
　かすやドームでは、プール、トレーニング室、スタジオレッ
　スンなど、快適に運動ができます。
●詳細はホームページでも確認できます
　各教室やレッスンなどのチラシも確認できます。

・初回講習会受講時に必要なもの：
　　　　　　室内用シューズ、トレーニングウェア
　　　　　　トレーニング室利用料（2時間）＋受講料200円

エクササイズスタジオ(軽体操室)

★第5期 ( 硬式 ) テニス教室　場所：サブアリーナ
　　1/16(水)より順次スタート
　　受付開始日（新規の方）　12/23(日)10:00～
　　　幼児クラス、こどもクラス　・・・全8回　8,000円
　　　大人クラス・・・全8回　10,000円

★テニス教室はじめてクラス　対象：大人　定員各 10名
　　1月開催分　受付開始日：12/12(水)12：00～
　　水曜昼クラス　12:15～13:15（各クラス　4回3,000円）
　　木曜昼クラス　12:15～13:15　夜クラス　21:00～21:50
　　　＊はじめての方むけの室内硬式テニス教室です。

★大人ランニング教室　定員 15名
　　毎週火曜　19:30～21:00　雨天中止（公園を走るため）
　　料金　1回券　1,300円　　4回券　4,000円（期限8週間）
　　　＊初心者から経験者まで、好きな時から始められます。

第３期 大人水泳教室 （全10回 1 月より開催）
　１人ひとりの体力や技術に応じてご指導いたします。
　全10回の継続的な教室で、きれいな泳ぎを身につけません
　か。水泳を通しての健康づくり、仲間づくりにもぜひご活用
　ください。ホップクラス・ステップクラス・ジャンプクラス
　と3つのクラスがあります。
◎プール受付にて申込受付中　料金：10,000円（全10回）

これからの時期は暖かい室内で
のトレーニングがおススメです。
初めてのご利用には初回講習会
（下記）の受講が必要です。

★はじめてのエアロ（40分）
　水曜 13:00～
★エアロビクス燃焼40（40分）
　土曜 11:00～　 14:00～
　日曜 14:00～
★エアロビクス燃焼60（60分）
　火曜 14:00～　 木曜 19:30～
★エアロビクス
　　　　　　・アップテンポ（40分）
　火曜 19:30～　 水曜 19:30～

この他にも・・・
65歳以上の方むけの「シル
バーレッスン」や以下のよ
うなレッスンも開催してい
ます。
★ダンスエアロ（60分）
　　金曜 14:00～
★サーキットエアロ（40分）
　　金曜 19:30～
などもあります。

～エアロビクス～
手や足など全身を動かして有酸素運動が行え、
脂肪燃焼や血行促進に効果的なレッスンです。

ジェットプールで体を温めよう

★ホームページ（教室チラシ・お知らせなども…）
 http://www.kasuyadome-sc.jp

■体育館　平日
　　　　　土・日・祝日　  9：00～21：00

 10：00～22：00

　　　　　(施設予約受付時間は閉館30分前まで）
＊年末年始、祝日以外の月曜は休館
＊祝日営業日は、教室はすべて休講
　となります。

■プール　平日　　　　10：00～21：30
　　　　　土・日・祝日 10：00～19：30

営業時間
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No.150 図書館で企画された
コーナーです。

10：00～18：00（火・水・木・土・日）
10：00～19：00（金のみ）　

開館
時間

問合せ　粕屋町立図書館　☎939-4646
HPアドレス　 http://libkasuya.jp/
携帯版ＨＰアドレス
http://ilisod001.apsel.jp/kasuya-lib/wopc/pc/mSrv?dsp=TP

館内整理日

年末休館

年末休館 年末休館

年末休館

休 館

休 館

休 館

日 火月 木水 金 土

12 が つ は、休館日です。

3

10

17

24

31

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

2

9

16

23

30

1

8

15

22

29
振替休館日

『クール・ランニング』

図書館を利用される際は、カレンダーをご確認の上、ご来館ください。
休館中の本の返却は、ブックポストをご利用ください。ビデオ・ＣＤ・ＤＶＤなどのＡＶ資料は、
破損の原因となりますので、開館の際カウンターにてご返却いただきますようお願いいたします。

場所　粕屋町立図書館1階　おはなしのへや

・あかちゃん向け（第3金曜日）
　12月21日
　11：00～／ 11：30～（二部制です）
・ちいさい子向け（第2金曜日）
　12月14日
　11：00～／ 11：30～（二部制です）
・おおきい子向け（第1・第2・第4土曜日）
　12月1日・8日・22日
　11：00～
・小学生向け（第1日曜日）
　12月2日　15：00～

雪と氷の世界で、雪も降らない常夏の国の選手が大活躍!?
クールでホットなジャマイカ旋風がまきおこる。

毎月23日は、粕屋町読書の日です。
この機会にテレビを消して
読書に親しむ習慣づくりをしましょう。

今月のおはなし会

1993年／アメリカ映画
98分／カラー／字幕
監督／ジョン・タートルトーブ
出演／リオン、ダグ・Ｅ・ダグ ほか

年末年始は、12月28日（金）～1月4日（金）まで休館します。

●日時　12月8日（土）14：00～ 15：40
●場所　粕屋フォーラム2階　視聴覚室
※鑑賞は無料です。お気軽にご参加ください

●ちいさい子向け冬のおはなし会
日時　12月7日（金）11：00～（約40分）
場所　粕屋フォーラム　2階視聴覚室
出演　いちご一会
　
●冬のおはなし会スペシャル
日時　12月15日（土）11：00～（約50分）
場所　粕屋フォーラム　2階視聴覚室
出演　おはなし会　ひまわり

雑学セミナー「素敵なバラの育て方」
●講師　野中清人 氏　（粕屋町都市整備課長）
●日時　12月2日（日）　14：00～ 15：30
●場所　粕屋フォーラム2階　視聴覚室
※申込不要・入場無料です。お気軽にご参加ください。

粕屋フォーラム雨水調整池新設工事
及び駐車場利用についてのお知らせ

　集中豪雨による浸水被害の軽減を図るため、粕屋フ
ォーラム駐車場に雨水調整池への接続管布設工事を行
っています。工事期間中は、粕屋フォーラム駐車場の
一部（約30台）がご利用いただけません。できるだけ
公共の交通機関をご利用いただきますようお願いいた
します。ご不便ご迷惑をおかけいたしますが、皆さま
のご理解とご協力をお願いいたします。

●工事期間　～平成25年2月28日（予定）

★冬のおはなし会

12月16日（日）
●ちいさい子向け
10：30～ 12：00
（4歳以上・はさみの使えない子は保護者同伴）
●小学生向け
14：00～ 16：00
（小学生対象・子どもだけでの制作）
場所　粕屋フォーラム2階　視聴覚室
※要申込・各回定員25名（先着順）
カウンター受付＝12月1日（土）から
　　　電話受付＝12月4日（火）から
詳しくは図書館までお問い合わせください。

★クリスマス工作教室

本と出会って
いますか？
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1月の催し物
開催日 会場催 事 名

サンレイクかすやで企画されたコーナーです。

※フロアコンサートの内容は、予告なく変更、追加及び中止することがあります。
　あらかじめご了承ください。

フロアコンサートは、２階ラウンジ
にて開催する鑑賞無料のコンサー
トです。お気軽にお越しください。

・・・さくらホール ・・・多目的ホール

※催し物は変更・追加及び中止することがあります。あらかじめご了承ください。

●開館時間　　　9：00～22：00
●予約受付時間　9：00～21：00 ホームページは　粕屋町　サンレイク　検索

このページに関するお問い合わせは、☎931－3309『サンレイクかすや』まで

平成25年1月14日(月)(祝)　14:00～

＜出演＞ラ･クレリエール

パソコン初心者講座　受講生募集

日　程　平成25年1月10日～3月28日
　　　　　　　　　　　(毎週木曜日・全12回)
時　間　19:00～21:00

定　員　15名程度　
　　　　　※定員となり次第、締切りとさせていただきます。
対象者　パソコン使用経験のない方

場　所　マルチメディアルーム 
　　　　　　　※パソコンはこちらでご用意いたします。

受講料　13,500円(3か月分[全12回])　
　　　　　　　　　※別途テキスト代(2,500円前後)

サンレイクかすや受付窓口にて募集中
後援：粕屋町教育委員会

「ないた赤鬼」
前売 大人 400円　
　　 子ども 100円
当日 大人 600円　
　　 子ども 200円

ピアノコンサート

主催：粕屋町・粕屋町教育委員会

※子ども料金は、3歳以上12歳(小学生)以下とさせていただきます。
※3歳未満は無料、ただしお座席を確保される場合は子ども料金を頂きます。

平成25年1月20日(日)　さくらホール

午前の部
開場 10:30　開演 11:00
午後の部
開場 13:30　開演 14:00

全
席
自
由

午後の部　開場 13:30　開演 14:00
午前の部　開場 10:30　開演 11:00

ないた赤鬼

平成24年度 六校合同講演会

成人式
開会 11:30

1部 粕屋町人権を尊重する町民のつどい

受付 14:00　開会 14:30

ねこ譲渡会
10:00～12:00

屋
外
広
場

春まつり（生活発表会）
開場 9:30　開演 10:00

講師　天野周一氏(全国亭主関白協会　会長)
演題　「亭主力の時代」
　　　～夫婦円満の極意、戦わずして負ける～

皆様に楽しんで、ご覧いただきたいと
子どもさんから、高齢者（90代）の方まで、
お稽古に励んでまいりました。
たくさんの方のご来場をお待ちしております。

開演　14:40
2部 きらめきコンサート　　　　　

12月3日(月)、28日(金)～1月4日(金)は休館日です。

12月の催し物

問合せ　粕屋町社会教育課 ☎938-1410
　　　　粕屋町介護福祉課 障がい者福祉係
　　　　　　　　　　　　 ☎938-0229

問合せ　カラオケステージ花道
☎938-9220　☎090-2961-1023

問合せ　セイハ英語学院
☎263-5201　☎090-6423-8438

問合せ　☎939-6111 わかば保育園 

English Festival

2012年 年忘れライブ花道歌謡祭

音楽発表会

第27回 深山喜公幸会 おさらい会

問合せ　☎090-9567-0125 本部

クリスマスコンサート

問合せ　☎938-6331 なみ音楽教室

問合せ　粕屋町社会教育課 ☎938-1410

問合せ　ヴィラのぞみ愛児園
☎957-1005

問合せ　粕屋町小中学校PTA連絡協議会
(当番校　粕屋町立粕屋中学校)

☎938-2220

問合せ  ☎090-1349-5950 かすやねこ

クリスマスコンサート
主催：安東・松谷ピアノ教室

入場
無料

開演 10:30　終演予定 16:00

開場 9:30　開演 10:00

開場 9:15　開演 9:30

開催日 会場催 事 名

1
 日 
(土)

2
 日 
(日)

8
 日 
(土)

26
 日 
(土)

26
 日 
(土)

9
 日 
(日)

16
 日 
(日)

13
 日 
(日)

20
 日 
(日)

16
 日 
(日)
23
 日 
(日)
(祝)

24
 日 
(月)
(振)

開会　13:30

午前の部　開場 10:00　開演 10:30
午後の部　開場 14:00　開演 14:30

開演　12:30
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1月の催し物
開催日 会場催 事 名

サンレイクかすやで企画されたコーナーです。

※フロアコンサートの内容は、予告なく変更、追加及び中止することがあります。
　あらかじめご了承ください。

フロアコンサートは、２階ラウンジ
にて開催する鑑賞無料のコンサー
トです。お気軽にお越しください。

・・・さくらホール ・・・多目的ホール

※催し物は変更・追加及び中止することがあります。あらかじめご了承ください。

●開館時間　　　9：00～22：00
●予約受付時間　9：00～21：00 ホームページは　粕屋町　サンレイク　検索

このページに関するお問い合わせは、☎931－3309『サンレイクかすや』まで

平成25年1月14日(月)(祝)　14:00～

＜出演＞ラ･クレリエール

パソコン初心者講座　受講生募集

日　程　平成25年1月10日～3月28日
　　　　　　　　　　　(毎週木曜日・全12回)
時　間　19:00～21:00

定　員　15名程度　
　　　　　※定員となり次第、締切りとさせていただきます。
対象者　パソコン使用経験のない方

場　所　マルチメディアルーム 
　　　　　　　※パソコンはこちらでご用意いたします。

受講料　13,500円(3か月分[全12回])　
　　　　　　　　　※別途テキスト代(2,500円前後)

サンレイクかすや受付窓口にて募集中
後援：粕屋町教育委員会

「ないた赤鬼」
前売 大人 400円　
　　 子ども 100円
当日 大人 600円　
　　 子ども 200円

ピアノコンサート

主催：粕屋町・粕屋町教育委員会

※子ども料金は、3歳以上12歳(小学生)以下とさせていただきます。
※3歳未満は無料、ただしお座席を確保される場合は子ども料金を頂きます。

平成25年1月20日(日)　さくらホール

午前の部
開場 10:30　開演 11:00
午後の部
開場 13:30　開演 14:00

全
席
自
由

午後の部　開場 13:30　開演 14:00
午前の部　開場 10:30　開演 11:00

ないた赤鬼

平成24年度 六校合同講演会

成人式
開会 11:30

1部 粕屋町人権を尊重する町民のつどい

受付 14:00　開会 14:30

ねこ譲渡会
10:00～12:00

屋
外
広
場

春まつり（生活発表会）
開場 9:30　開演 10:00

講師　天野周一氏(全国亭主関白協会　会長)
演題　「亭主力の時代」
　　　～夫婦円満の極意、戦わずして負ける～

皆様に楽しんで、ご覧いただきたいと
子どもさんから、高齢者（90代）の方まで、
お稽古に励んでまいりました。
たくさんの方のご来場をお待ちしております。

開演　14:40
2部 きらめきコンサート　　　　　

12月3日(月)、28日(金)～1月4日(金)は休館日です。

12月の催し物

問合せ　粕屋町社会教育課 ☎938-1410
　　　　粕屋町介護福祉課 障がい者福祉係
　　　　　　　　　　　　 ☎938-0229

問合せ　カラオケステージ花道
☎938-9220　☎090-2961-1023

問合せ　セイハ英語学院
☎263-5201　☎090-6423-8438

問合せ　☎939-6111 わかば保育園 

English Festival

2012年 年忘れライブ花道歌謡祭

音楽発表会

第27回 深山喜公幸会 おさらい会

問合せ　☎090-9567-0125 本部

クリスマスコンサート

問合せ　☎938-6331 なみ音楽教室

問合せ　粕屋町社会教育課 ☎938-1410

問合せ　ヴィラのぞみ愛児園
☎957-1005

問合せ　粕屋町小中学校PTA連絡協議会
(当番校　粕屋町立粕屋中学校)

☎938-2220

問合せ  ☎090-1349-5950 かすやねこ

クリスマスコンサート
主催：安東・松谷ピアノ教室

入場
無料

開演 10:30　終演予定 16:00

開場 9:30　開演 10:00

開場 9:15　開演 9:30

開催日 会場催 事 名

1
 日 
(土)

2
 日 
(日)

8
 日 
(土)

26
 日 
(土)

26
 日 
(土)

9
 日 
(日)

16
 日 
(日)

13
 日 
(日)

20
 日 
(日)

16
 日 
(日)
23
 日 
(日)
(祝)

24
 日 
(月)
(振)

開会　13:30

午前の部　開場 10:00　開演 10:30
午後の部　開場 14:00　開演 14:30

開演　12:30
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Y
O
S
A
K
O
I
か
す
や
祭
り

粕
屋
町
文
化
祭

　
10
月
６
日
（
土
）、
７
日
（
日
）
に

か
す
や
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
た

「
Y
O
S
A
K
O
I
か
す
や
祭
り
」
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。
粕
屋
町
青
年
団

O
B
・
O
G
の
先
輩
方
も
踊
り
子
と

し
て
多
く
の
方
々
が
参
加
さ
れ
て
お

り
、
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
新

た
な
一
面
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
普
段
な
か
な
か
接
す
る
機
会
の

な
い
先
輩
方
や
団
員
同
士
、
ま
た
は

地
域
の
方
々
と
の
交
流
が
さ
ら
に
広

が
り
、
貴
重
な
時
間
を
過
ご
せ
た
こ

と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
11
月
３
日
（
土
）、
４
日
（
日
）
に

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や
で
「
第
40
回
粕

屋
町
文
化
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
た
く
さ
ん
の
来
場
者
で
大
変

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
青
年
団
の
活
動
と
し
て
バ
ザ
ー
や

餅
つ
き
、
進
行
や
広
報
な
ど
様
々
な

係
が
あ
り
ま
し
た
が
、
み
ん
な
で
協 粕屋町青年団で企画されたコーナーです。

粕屋町婦人会で企画されたコーナーです。

力
し
合
っ
て
一
生
懸
命
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
恒
例
と
な
っ
て

い
る
餅
つ
き
に
は
、
た
く
さ
ん
の

方
々
に
並
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
九
州
北
部
豪
雨
の
た

め
、
募
金
を
行
い
ま
し
た
。
皆
さ
ま

の
温
か
い
気
持
ち
に
よ
り
２
日
間
で

１
６
，
８
４
５
円
集
ま
り
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
青
年
団
で
毎
年
行
っ
て
い

る
劇
も
多
く
の
方
々
に
見
て
も
ら
う

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
年
の
題
材

は
「
お
に
い
ち
ゃ
ん
の
ハ
ナ
ビ
」。
こ

の
日
の
た
め
に
、
約
３
か
月
間
練
習

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
毎
年
、
文
化

祭
は
青
年
団
の
心
が
一
つ
に
な
る
と

て
も
良
い
機
会
で
す
。
監
督
、
役
者

を
は
じ
め
、
絵
や
道
具
、
衣
装
係
、

ブ
ー
ス
な
ど
、
誰
が
欠
け
て
も
完
成

す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
ぶ
つ
か
り
合
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
そ
の
分
、
団
員
同
士
の

絆
は
深
ま
っ
た
と
強
く
感
じ
ま
す
。

青
年
団
の
活
動
を
見
て
く
だ
さ
っ
た

方
、
協
力
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
た
ち
に
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

　
今
年
の
文
化
祭
の

バ
ザ
ー
券
に
関
し
ま

し
て
、
一
部
の
方
々

に
払
い
戻
し
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
、
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
。

誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

【あいさつ運動】10月15日（月）

【第2回 粕屋町歴史探訪】

“文化祭のお礼とお詫び”

　町内の小中学校では、この日は学校公開日でし
た。地域や家族の人々が校内に入り、自由に授業
参観できる日です。児童生徒の皆さんは、少しそ
わそわしながらも、はつらつとした授業風景で、
廊下では「こんにちは」のあいさつも爽やかでした。

　10月18日（木）、江辻・戸原を訪ねて歴史資料館
の西垣彰博氏に講義と案内をしていただきました。
　歴史探訪に参加しての
感想と地区での取り組み
を紹介します。
　歴史探訪の目的「町の
歴史を学習し、次世代に
語り継ぐ。」に向かって
活動しているサンライフ
からの報告です。

　爽やかな秋空の元、西垣彰博氏の説明に興味深
く学習しました。
　江辻という地名はこの村で、金井出川・久原川・
山田川の3本の川が合流していたことから、江（川）
の辻という意味でつけられたこと。昔の江辻村は
戸原村も含む大きな村でした。たびたびの水害に
苦しんだ江辻の人々は、江戸時代の初めに現在地
に村ごと移転し戸原村と分かれたこと。広田の地
蔵堂の由来など。祖先伝来の地で今こうして生活
を営んでいる幸せを思い、大変収穫の多い楽しい

1日でした。
　私は大川小学5年生のころ、郷土の歴史の学習
で伊賀のお薬師さまや江辻山を先生と一緒に、ゆ
っくりのんびり歩いた記憶があります。そこで昨
年から小学生の女子16名を対象に「スミレクラブ」
を結成。おばあちゃんの知恵袋を生かして活動し
ています。16名を2組に分け夏休みと春休みに福
祉バスを利用し、長者原の御野立所・御用水の井
戸・江辻の勝軍地蔵とまわり、江辻山で手づくり
のホットドックとおにぎりを頂きました。次回は
戸原の天神の森神社を計画しています。
　子どもたちが郷土の歴史や伝説に興味を持って
くれることを願っています。

　婦人会バザーに多くの方が入場してくださり、
ありがとうございました。おかげさまで好評でし
たが、一部バザー券を買い求めくださった皆さま
に不快な思いをさせましたことを、心よりお詫び
いたします。

■ 12月の活動予定　　☆12月13日（木）ひとり暮らし高齢者お弁当作り　☆12月17日（月） あいさつ運動

　町内6小中学校校門で実施
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無
鑑
査
認
定
と
な
る

部

　の

　紹

　介

郷
土
史
勉
強
会

菊
声
会
C

沙
弥
の
会

ナ
ア

　レ
ィ

　オ

カ
プ
ラ
ニ
ア（
昼
）

　
こ
の
度
、
当
文
化
協
会
は
創
立
20

周
年
を
迎
え
、
９
月
22
日
に
記
念
式

典
を
執
り
行
い
、
そ
の
集
大
成
と
し

て
記
念
誌
を
発
行
い
た
し
ま
し
た
。

　
町
長
は
じ
め
寄
稿
い
た
だ
い
た
皆

さ
ま
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

今
後
と
も
文
化
協
会
の
発
展
に
お
力

添
え
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
文
化
協
会
の

歴
史
を
刻
ん
だ
冊
子
を
い
つ
ま
で
も

大
切
に
し
て
い
た
だ
き
、
次
の
30
年

40
年
と
繋
い
で
い
く
文
化
を
育
て
て

い
く
役
割
を
果
た
し
て
い
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

粕屋町文化協会で企画されたコーナーです。
No.250

記
念
誌
発
行
に
際
し
て

し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
20
周
年
記
念
誌
を
編
纂
の
途
中
、

糟
屋
地
区
美
術
展
「
書
」
の
部
門
で
、

松
浦
直
子
氏
が
５
回
入
選
を
果
た
し

て
い
る
事
が
分
か
り
無
鑑
査
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　　
文
化
協
会
10
周
年
以
降
、
安
松
幸

男
先
生
が
病
気
療
養
の
た
め
指
導
を

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
勉
強
会
は
、
粕
屋
町
を
中
心
に
地

域
の
文
化
財
を
介
し
歴
史
の
勉
強
を

し
て
い
ま
す
。
時
に
は
、
現
地
視
察

や
博
物
館
な
ど
に
行
っ
て
知
識
を
豊

か
な
も
の
に
し
て
い
ま
す
。

　
又
、
年
一
回
は
県
外
研
修
を
し
て

視
野
を
広
げ
て
い
ま
す
。

●
研
修
日
時
　
第
３
火
曜
日

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時

●
場
所
　
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

●
講
師
　
池
田
　
清

●
連
絡
先
　
池
田
　
清

　
　
　
　
　
☎（
９
３
８
）
２
９
３
５

　
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
世
界
に
触
れ
て
み

ま
せ
ん
か
。
毎
月
第
１
・
２
・
３
木

曜
日
、
午
後
２
時
〜
午
後
３
時
30
分

の
レ
ッ
ス
ン
で
す
。

　
笑
い
声
が
絶
え
な
い
楽
し
い
雰
囲

気
の
中
、
日
頃
の
レ
ッ
ス
ン
の
成
果

と
し
て
、
敬
老
会
・
文
化
祭
に
出
演

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
春
に

は
芸
術
祭
で
の
出
場
が
待
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
今
、
会
員
募
集
中
で
す
。

い
つ
で
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
場
所
　
江
辻
山
公
民
館

●
講
師
　
今
福
房
子

●
連
絡
先
　
岩
永
明
子

　
☎
０
９
０（
１
１
９
５
）
０
５
０
９

　
私
た
ち
は
、
菊
声
会
C
カ
ラ
オ
ケ

教
室
で
す
。
石
橋
先
生
の
ご
指
導
の

も
と
、
月
２
回
の
練
習
に
励
ん
で
お

り
ま
す
。

　
時
に
厳
し
く
、
時
に
は
楽
し
い
レ

ッ
ス
ン
を
受
け
、
発
表
会
の
ス
テ
ー

ジ
に
立
つ
こ
と
を
目
標
に
し
て
、
仲

間
と
共
に
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
和
気
あ
い
あ
い
の
教
室
で
す
。

●
練
習
日
時
　
第
２
・
４
火
曜
日

　
　
　
　
　
　
午
後
８
時

●
場
所
　
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

●
講
師
　
石
橋
菊
美

●
連
絡
先
　
牛
島
ス
ナ
エ

　
　
　
　
　
☎（
６
１
１
）
８
９
６
５

　
昭
和
61
年
、
沙
弥
の
会
が
結
成
し

て
は
や
20
余
年
、
も
う
そ
ん
な
に
経

っ
た
か
と
い
う
思
い
で
す
。
こ
れ
ま

で
尽
力
さ
れ
た
役
員
、
会
員
の
皆
さ

ま
の
笑
顔
が
懐
か
し
い
。
私
た
ち
沙

弥
の
会
は

文
化
協
会

結
成
後
２

年
遅
れ
で

舞
踊
部
門

に
加
入
し

ま
し
た
。

色
々
な
舞

台
に
出
演

さ
せ
て
い

た
だ
き
、

あ
る
時
は

喜
び
又
励
ま
し
あ
い
な
が
ら
、
先
生

の
熱
心
な
ご
指
導
を
受
け
て
、
小
唄

端
唄
、
古
典
舞
踊
の
段
物
ま
で
練
習

を
し
て
い
ま
す
。
男
女
年
齢
に
合
っ

た
お
稽
古
が
楽
し
く
、
文
化
協
会
20

周
年
を
ス
テ
ッ
プ
に
更
に
練
習
に
励

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
練
習
日
時
　
毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時

●
場
所

　講
師
自
宅（
長
者
原
）

●
講
師
　
藤
間
沙
弥

●
連
絡
先
　
矢
野
千
鶴
子

　
　
　
　
　
☎（
９
３
８
）
４
６
４
８

糟屋地区美術展
12月5日（水）～ 11日（火）

「アザレアホール須恵」で開催
ぜひ、一度ご覧ください。
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無
鑑
査
認
定
と
な
る

部

　の

　紹

　介

郷
土
史
勉
強
会

菊
声
会
C

沙
弥
の
会

ナ
ア

　レ
ィ

　オ

カ
プ
ラ
ニ
ア（
昼
）

　
こ
の
度
、
当
文
化
協
会
は
創
立
20

周
年
を
迎
え
、
９
月
22
日
に
記
念
式

典
を
執
り
行
い
、
そ
の
集
大
成
と
し

て
記
念
誌
を
発
行
い
た
し
ま
し
た
。

　
町
長
は
じ
め
寄
稿
い
た
だ
い
た
皆

さ
ま
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

今
後
と
も
文
化
協
会
の
発
展
に
お
力

添
え
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
文
化
協
会
の

歴
史
を
刻
ん
だ
冊
子
を
い
つ
ま
で
も

大
切
に
し
て
い
た
だ
き
、
次
の
30
年

40
年
と
繋
い
で
い
く
文
化
を
育
て
て

い
く
役
割
を
果
た
し
て
い
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

粕屋町文化協会で企画されたコーナーです。
No.250

記
念
誌
発
行
に
際
し
て

し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
20
周
年
記
念
誌
を
編
纂
の
途
中
、

糟
屋
地
区
美
術
展
「
書
」
の
部
門
で
、

松
浦
直
子
氏
が
５
回
入
選
を
果
た
し

て
い
る
事
が
分
か
り
無
鑑
査
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　　
文
化
協
会
10
周
年
以
降
、
安
松
幸

男
先
生
が
病
気
療
養
の
た
め
指
導
を

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
勉
強
会
は
、
粕
屋
町
を
中
心
に
地

域
の
文
化
財
を
介
し
歴
史
の
勉
強
を

し
て
い
ま
す
。
時
に
は
、
現
地
視
察

や
博
物
館
な
ど
に
行
っ
て
知
識
を
豊

か
な
も
の
に
し
て
い
ま
す
。

　
又
、
年
一
回
は
県
外
研
修
を
し
て

視
野
を
広
げ
て
い
ま
す
。

●
研
修
日
時
　
第
３
火
曜
日

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時

●
場
所
　
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

●
講
師
　
池
田
　
清

●
連
絡
先
　
池
田
　
清

　
　
　
　
　
☎（
９
３
８
）
２
９
３
５

　
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
世
界
に
触
れ
て
み

ま
せ
ん
か
。
毎
月
第
１
・
２
・
３
木

曜
日
、
午
後
２
時
〜
午
後
３
時
30
分

の
レ
ッ
ス
ン
で
す
。

　
笑
い
声
が
絶
え
な
い
楽
し
い
雰
囲

気
の
中
、
日
頃
の
レ
ッ
ス
ン
の
成
果

と
し
て
、
敬
老
会
・
文
化
祭
に
出
演

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
春
に

は
芸
術
祭
で
の
出
場
が
待
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
今
、
会
員
募
集
中
で
す
。

い
つ
で
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
場
所
　
江
辻
山
公
民
館

●
講
師
　
今
福
房
子

●
連
絡
先
　
岩
永
明
子

　
☎
０
９
０（
１
１
９
５
）
０
５
０
９

　
私
た
ち
は
、
菊
声
会
C
カ
ラ
オ
ケ

教
室
で
す
。
石
橋
先
生
の
ご
指
導
の

も
と
、
月
２
回
の
練
習
に
励
ん
で
お

り
ま
す
。

　
時
に
厳
し
く
、
時
に
は
楽
し
い
レ

ッ
ス
ン
を
受
け
、
発
表
会
の
ス
テ
ー

ジ
に
立
つ
こ
と
を
目
標
に
し
て
、
仲

間
と
共
に
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
和
気
あ
い
あ
い
の
教
室
で
す
。

●
練
習
日
時
　
第
２
・
４
火
曜
日

　
　
　
　
　
　
午
後
８
時

●
場
所
　
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

●
講
師
　
石
橋
菊
美

●
連
絡
先
　
牛
島
ス
ナ
エ

　
　
　
　
　
☎（
６
１
１
）
８
９
６
５

　
昭
和
61
年
、
沙
弥
の
会
が
結
成
し

て
は
や
20
余
年
、
も
う
そ
ん
な
に
経

っ
た
か
と
い
う
思
い
で
す
。
こ
れ
ま

で
尽
力
さ
れ
た
役
員
、
会
員
の
皆
さ

ま
の
笑
顔
が
懐
か
し
い
。
私
た
ち
沙

弥
の
会
は

文
化
協
会

結
成
後
２

年
遅
れ
で

舞
踊
部
門

に
加
入
し

ま
し
た
。

色
々
な
舞

台
に
出
演

さ
せ
て
い

た
だ
き
、

あ
る
時
は

喜
び
又
励
ま
し
あ
い
な
が
ら
、
先
生

の
熱
心
な
ご
指
導
を
受
け
て
、
小
唄

端
唄
、
古
典
舞
踊
の
段
物
ま
で
練
習

を
し
て
い
ま
す
。
男
女
年
齢
に
合
っ

た
お
稽
古
が
楽
し
く
、
文
化
協
会
20

周
年
を
ス
テ
ッ
プ
に
更
に
練
習
に
励

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
練
習
日
時
　
毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時

●
場
所

　講
師
自
宅（
長
者
原
）

●
講
師
　
藤
間
沙
弥

●
連
絡
先
　
矢
野
千
鶴
子

　
　
　
　
　
☎（
９
３
８
）
４
６
４
８

糟屋地区美術展
12月5日（水）～ 11日（火）

「アザレアホール須恵」で開催
ぜひ、一度ご覧ください。
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防
災
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
し
て

き
れ
い
に
し
よ
う

美
化
活
動

交
流
会
に
参
加
し
て

か
す
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催

次
世
代
育
成
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ

〜
楽
し
い
子
育
て
を
す
る
た
め
に
〜

No.143

粕
屋
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
で

企
画
さ
れ
た
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　
９
月
29
日
（
土
）
午
前
９
時
30

分
よ
り
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
か
す

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催

の
防
災
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
中
部
消
防
署
の
松
本
隊
長
ほ

か
５
名
の
方
々
よ
り
救
急
救
命
の

方
法
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
人
形
を
用
い
て
の
心
肺
蘇
生
の

た
め
の
胸
骨
圧
迫
の
仕
方
、
気
道

確
保
に
続
き
人
工
呼
吸
の
仕
方
、

そ
し
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
扱
い
方
、
そ
れ

ぞ
れ
実
習
を
行
い
ま
し
た
。Ａ
Ｅ

Ｄ
は
初
め
て
扱
っ
た
の
で
、
と
て

も
い
い
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
お
昼
に
は
、
非
常
食
の
試

食
を
し
ま
し
た
。
ア
ル
フ
ァ
米
の

白
飯
に
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
、
五
目

ご
は
ん
、
ワ
カ
メ
ご
は
ん
の
３
種

類
で
、
お
湯
を
注
い
で
20
分
で
で

き
る
も
の
で
、
味
も
と
て
も
よ
く
、

お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
役
場
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
課
の
新
宅
主
幹
か
ら
防

災
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
粕
屋
町

で
一
番
高
い
所
は
海
抜
86
・
１
メ

ー
ト
ル
の
丸
山
で
、
一
番
低
い
場

所
は
３
・
５
メ
ー
ト
ル
の
柚
須
・

乙
仲
原
西
地
区
あ
た
り
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
雨
水
橋
で
の
水
位
が

２
・
18
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
と
危

険
、
ま
た
時
間
雨
量
が
60
ミ
リ
メ

ー
ト
ル
を
越
え
る
と
、
要
注
意
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
で
各
自

治
区
で
自
主
防
災
組
織
を
作
り
、

日
頃
よ
り
災
害
に
対
す
る
備
え
を

進
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
私
も
避
難
袋
の
備
え
も
ま
だ
万

全
で
は
な
く
、
今
回
の
研
修
を
受

け
て
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

ぱ
ー
る
会
　
合
屋
美
智
子

　
猛
暑
も
初
秋
の
台
風
も
去
り
、

曇
り
が
ち
な
10
月
６
日
（
土
）
の

美
化
作
業
で
し
た
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
は
自
宅
近
く
か

ら
、
い
ろ
い
ろ
な
ゴ
ミ
や
空
き

缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
拾
い
な
が

ら
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
寄
っ
て
、

種
類
別
に
分
け
る
作
業
を
し
ま
す
。

　
真
っ
黒
な
泥
水
が
流
れ
出
る
コ

ー
ヒ
ー
の
空
き
缶
、
折
れ
た
ビ
ニ

ー
ル
の
傘
な
ど
を
嫌
な
顔
も
せ
ず
、

皆
さ
ん
和
気
あ
い
あ
い
の
笑
顔
で

種
類
別
に
分
け
、
大
き
な
ゴ
ミ
袋

10
個
に
な
り
ま
し
た
。 

　
作
業
が
済
ん
で
、
今
度
は
か
わ

い
ら
し
い
き
れ
い
な
ナ
デ
シ
コ
・

ベ
ゴ
ニ
ア
の
花
苗
を
、
皆
で
福
祉

セ
ン
タ
ー
前
の
花
壇
に
植
え
「
き

れ
い
に
な
っ
た
ね
」
と
喜
び
合
い

ま
し
た
。運

営
委
員
（
し
お
ん
の
会
）

市
川
敏
枝

　
10
月
13
日
（
土
）、
浮
羽
方
面

へ
梨
狩
り
に
行
き
ま
し
た
。
今
回

は
ろ
う
あ
者
１
名
を
含
む
９
名
の

参
加
で
し
た
。

　
定
例
会
で
は
ゆ
っ
く
り
と
お
話

が
で
き
な
い
の
で
、
た
く
さ
ん
話

を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
日
頃
手
話
を
使
う
癖
を
つ
け

て
い
な
い
の
で
、
な
か
な
か
手
話

が
出
ず
反
省
、
反
省
。

　
梨
狩
り
で
は
、
甘
そ
う
で
大
き

な
梨
を
見
つ
け
よ
う
と
じ
っ
と
上

を
見
つ
め
て
い
る
み
ん
な
の
姿
は

と
て
も
笑
え
ま
し
た
。
近
く
の
調

音
の
滝
で
癒
さ
れ
、
以
前
一
緒
に

学
ん
だ
仲
間
と
久
し
ぶ
り
に
再
会

し
た
り
と
充
実
し
た
一
日
で
し
た
。

　
梨
狩
り
が
メ
イ
ン
で
あ
っ
た
は

ず
で
す
が
、
今
の
手
話
の
会
の
会

員
と
し
て
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も

じ
っ
く
り
話
を
し
て
、
自
分
の
今

後
の
活
動
に
つ
い
て
も
考
え
る
こ

と
が
で
き
、
反
省
と
と
も
に
こ
れ

か
ら
も
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
気
持

ち
に
な
れ
た
交
流
会
で
し
た
。

手
話
の
会
　
出
井
直
美

①
平
成
25
年
２
月
23
日（
土
）午
前

●
題
名
　
粕
屋
町
の
子
育
て
環
境

●
講
師
　
子
ど
も
未
来
課
、
健
康

　
づ
く
り
課

②
平
成
25
年
３
月
２
日（
土
）午
前

●
題
名

　子
ど
も
の
心
と
体
の
発

　
達

●
講
師
　
昭
和
学
園

③
平
成
25
年
３
月
９
日（
土
）午
前

●
題
名
　
わ
ら
べ
う
た
と
絵
本

●
講
師
　
宮
本
共
子
氏
　
ほ
か
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◆“新春初踊り”を開催します！
　今年度も町内のよさこいの踊り子の交流を目的として、年明け恒例の

“新春初踊り”を開催いたします。
　よさこい演舞はもちろん、フォトコンテストの入賞作品の展示や、参
加者からお客様まで全員で楽しめるレクリエーションも予定しています。
　皆さまのご来場をお待ちしております。YOSAKOIかすや祭り実行委員会

で企画されたコーナーです。

YOSAKOIかすや祭り実行委員会事務局　粕屋町協働のまちづくり課　☎938-0173　

●日時　平成25年1月14日（月・祝）　１２：００～１５：００（予定）

●場所　かすやドームメインアリーナ

（※なお、当日は寒くなることが十分予想されますので、
 　ご来場の際には防寒のため上着・上履きなどを忘れずに
 　お持ちください。）

No.99

第12回YOSAKOIかすや祭りにボランティアスタッフで参加
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジュニアリーダーズクラブWAKABA

第12回YOSAKOIかすや祭りにボランティアスタッフで参加
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジュニアリーダーズクラブWAKABA

　10月6日（土）・7日（日）に行われた第12回

ＹＯＳＡＫＯＩかすや祭りにおいて、ジュニ

ア・シニアリーダーＷＡＫＡＢＡのメンバーは

ボランティアスタッフとして参加しました。

　仕事の内容は、昨年に引き続き「がんばろう

日本！」支援コーナーで東日本大震災の被災地、

宮城県東松島市と九州北部豪雨の被災地、福岡

県八女市星野村の特産品の物販を担当しました。

より多くの品物をご来場の皆さんに買っていた

だき、少しでも被災地のお役に立てればとの気

持ちで、みんな大きな声と笑顔で販売しました。

　地域の祭りに参加し、地域の様々な方、遠方

からお越しの踊り子さんやお客さまとふれ合え

たことは今後の子どもたちの将来に大きく役立

つのではないかと思います。

　町民の皆さまも各地域でがんばっているジュ

ニアリーダーの活動を温かく見守っていただき

ますようお願いいたします。

粕屋町子ども会育成会連絡協議会で企画されたコーナーです。
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か
す
や
発
見

か
す
や
発
見

企
画
・
社
会
教
育
委
員
の
会

企
画
・
社
会
教
育
委
員
の
会

（
大
隈
編
）

（
大
隈
編
）

お
お
く
ま

お
お
く
ま

黒
殿
様
ま
つ
り

　
毎
年
12
月
29
日
に
な
る
と
、
小
学

生
と
中
学
生
の
男
子
は
朝
か
ら
祠
の

掃
除
や
草
取
り
、
夕
方
頃
に
は
お
参

り
さ
れ
る
地
域
の
方
の
明
か
り
と
、

暖
を
と
る
た
め
に
薪
の
準
備
を
し
ま

す
。
以
前
は
、
上
組
合
と
柳
尺
の
子

ど
も
だ
け
で
、
30
日
の
朝
ま
で
お
ま

つ
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
で
は
、
大
隈
区
の
公
民
館
行
事

と
し
て
区
内
の
子
ど
も
た
ち
の
参
加

に
よ
り
深
夜
11
時
頃
ま
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

●
募
集
戸
数
　
３
戸

・
内
橋
団
地
　
１
戸
（
粕
屋
町
大
字

戸
原
７
４
７
ー
１
）

・
朝
日
１
団
地
　
１
戸
（
粕
屋
町
大

字
大
隈
３
３
９
）

・
朝
日
２
団
地
　
１
戸
（
粕
屋
町
大

字
大
隈
３
６
５
ー
１
）

※

朝
日
１
・
２
団
地
は
高
齢
者
世
帯

の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
込
期
間
　
12
月
12
日
（
水
）
〜

12
月
21
日（
金
）（
土
・
日
を
除
く
）

●
申
込
書
　
申
込
書
は
12
月
10
日

（
月
）
か
ら
粕
屋
町
役
場
介
護
福
祉

課
窓
口
で
お
渡
し
し
ま
す
。

●
申
込
方
法
　
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
、
介
護
福
祉
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
受
付
時
間
は

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま

で
で
す
。
土
日
の
受
付
、
郵
送
で

の
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

●
抽
選
日
　
平
成
25
年
１
月
16
日

（
水
）

●
入
居
時
期
　
平
成
25
年
１
月
下
旬

の
予
定

●
問
合
せ
　
粕
屋
町
介
護
福
祉
課
社

会
福
祉
係
　
☎（
９
３
８
）
０
２
２

９ 町
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

ひ と り で 悩 ん で い ま せ ん か ？

かすや地区
女性ホットライン
☎４０１－５３５３

毎日10:00～17:00 （木曜のみ～19:00）
※祝日・年末年始はお休みします。

相談は無料
秘密は守ります

夫や恋人からの暴力
セクシャル・ハラスメント

夫婦・家族のこと
子育て、仕事、人間関係など

古賀市・宇美町・粕屋町・篠栗町・志免町・新宮町・須恵町・久山町

福岡ジェンダー研究所の女性問題専門の相談員が担当しています。

さまざまなご相談に
応じます

さまざまなご相談に
応じます

工業統計キャラクター
コウちゃん

　国の指定統計調査である「平成24年工業統計調査」
を12月31日（月）現在で行います。
　調査の実施に当たっては、本年12月から来年1月に
かけて調査員がお伺いします。
　なお、調査票にご記入いただいた内容については、
統計法に基づき秘密が厳守されますので、安心してご
記入ください。
　ご協力よろしくお願いします。

製造事業所の皆さまへ

統計調査にご協力ください

●問合せ

　福岡県調査統計課
　　　　　☎643-3188
　粕屋町地域振興課
　　　　　☎938-0194
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10
月
の
行
事
報
告

粕屋町老人クラブ連合会で
企画されたコーナーです。

刃
物
研
ぎ

〜
刃
物
を
生
き
返
ら
せ
ま
す
〜

　
家
庭
の
台
所
な
ど
で
使
用
す
る
包

丁
・
小
刀
・
は
さ
み
・
鎌
な
ど
の
刃

研
ぎ
を
次
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
注
文
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
実
施
日
　
12
月
18
日（
火
）

●
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
前
11
時
30

分
●
場
所
　
粕
屋
町
駕
与
丁
３
ー
２
ー

21（
駕
与
丁
公
園
北
側
）　
粕
屋
町

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
車
庫
前

●
料
金
　
１
本
３
０
０
円
か
ら
５
０

　
０
円
程
度

☆
60
歳
以
上
の
町
民
の
方
で
、
健
康

で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
は
、
会
員

に
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

い
つ
で
も
電
話
で
ご
連
絡
を
。

☆
粕
屋
中
央
ス
ポ
ー
ツ
公
園
、
阿
恵

大
池
公
園
付
近
に
お
住
ま
い
の
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。（
公
園
の

清
掃
、
駐
車
場
の
開
錠
、
施
錠
）

●
問
合
せ
　（
社
）
粕
屋
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎（
９
３
８
）
３
３
０
０

■
10
月
定
例
理
事
会

　
10
月
２
日（
火
）　
午
前
10
時

　
粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
９
月
実
績
報
告

・
第
21
回
演
芸
大
会
開
催
要
領
な

ど
に
つ
い
て
検
討
打
ち
合
わ
せ

・
10
月
中
の
行
事
・
催
し
に
つ
い

て
打
ち
合
わ
せ

■
第
34
回
福
岡
県
人
権
問
題
研
究

集
会

　
10
月
20
日（
土
）　
午
前
10
時
30

分
　
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　
４
役
参
加

●
記
念
講
演

・
講
師
　
渡
辺
　
治
氏

　
　
　
　
一
橋
大
学
名
誉
教
授

・
演
題
　「
新
自
由
主
義
政
治
に
終

止
符
を
う
ち
平
和
と
人
権
、
地

域
に
根
ざ
し
た
社
会
を
」

　
の
講
演
と
全
国
水
平
社
創
立
90

周
年
を
記
念
し
て
、
映
画「
橋
の

な
い
川
・
第
１
部
」が
上
映
さ
れ

ま
し
た
。

■
第
15
回
糟
屋
郡
老
連
幹
部
研
修

会
　
10
月
25
日（
木
）　
午
前
９
時

　
ソ
ピ
ア
新
宮
　
全
理
事
参
加

　
糟
屋
郡
内
７
町
か
ら
約
４
０
０

名
の
会
長
・
女
性
部
長
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
須

恵
町
と
新
宮
町
の
事
例
発
表
と
基

調
講
演
と
し
て
、
粕
屋
北
部
消
防

本
部
　
警
防
課
救
急
係
主
査
　
水

上
和
弥
氏
の「
緊
急
時
・
主
催
者

と
し
て
の
心
得
と
対
応
に
つ
い

て
」と
題
し
た
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
特
に
事
故
発
生
時
の
対
応
と

高
齢
者
の
救
急
事
故
予
防
法
に
つ

い
て
の
お
話
が
大
い
に
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

■
第
21
回
演
芸
大
会
・
第
２
回
高

齢
者
学
級

　
10
月
26
日（
金
）　
午
前
９
時
10

分
　
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

・
第
１
部
　
粕
屋
町
高
齢
者
交
通

安
全
講
習
会

　
粕
屋
警
察
署
に
よ
る【
高
齢
者

の
交
通
安
全
】の
寸
劇
が
上
演
さ

れ
、
笑
い
の
中
に
交
通
安
全
の
意

識
の
向
上
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

・
第
２
部
　
演
芸
大
会

　
昨
年
に
続
い
て
の
さ
く
ら
ホ
ー

ル
で
の
開
催
で
、
因
　
清
範
町
長

は
じ
め
来
賓
の
皆
さ
ま
を
迎
え
、

会
場
は
会
員
で
満
席
の
中
行
わ
れ

ま
し
た
。
出
演
者
も
日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
さ

れ
、
そ
の
演
技
・
歌
唱
力
に
会
場

が
大
い
に
盛
り
上
が
る
な
か
、
理

事
全
員
の「
ふ
る
さ
と
」の
斉
唱
で

終
幕
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
も
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や
の

職
員
の
皆
さ
ん
、
嘉
本
祐
子
さ
ん

の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

日本舞踊
（夢幻信長）

祝舞
（仕舞 高砂）

コーラス
（明日をめざして）

12月4日(火)　午前10時
　12月定例理事会　粕屋町福祉センター12月の行事予定

（広告）
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粕
屋
町
商
工
会
工
業
・
建

設
部
会
　
地
域
貢
献
事
業

（
住
宅
修
理
奉
仕
活
動
）の

お
知
ら
せ

粕
屋
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
使
用
期
限
の

お
知
ら
せ

小
規
模
企
業
の
個
人
事
業
主

（
共
同
経
営
者
を
含
む
）会
社

な
ど
の
役
員
の
皆
さ
ん
へ

「
小
規
模
共
済
制
度
」お
知
ら
せ

中
小
企
業
経
営
者
の
皆
さ
ま

へ「
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済

制
度
」お
知
ら
せ

経
営
な
ん
で
も
相
談
会
開
催

　
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
愛
雇
に
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
る
と
と
も
に
、

「
心
豊
な
住
み
よ
い
町
」を
築
く
た

め
、
高
齢
者
世
帯
を
対
象
に
住
宅

の
チ
ョ
ッ
と
し
た
修
理
な
ど
を
手

間
賃
無
料（
材
料
費
等
は
実
費
）で

奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
業
を
行

い
ま
す
。
　
別
に
配
布
の
チ
ラ
シ

を
ご
覧
の
上
、
お
気
軽
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
税
務
・
労
務
・
金
融
・
資
金
繰

り
な
ど
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
12
月
19
日（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
粕
屋
町
商
工
会

●
専
門
相
談
員
　
税
理
士
ほ
か

※

相
談
は
無
料
で
す
。
相
談
の
秘

　
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

●
予
約
・
問
合
せ

　
粕
屋
町
商
工
会

◎
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

　
☎(

９
３
８) 

２
４
５
６「
粕
屋
町
商
工
会
」ま
で

No.105

粕
屋
町
商
工
会
で
企
画
さ
れ
た

コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　
平
成
24
年
７
月
２
日
か
ら
販
売

い
た
し
ま
し
た
お
買
物
券
と
建
築

工
事
券
の
使
用
期
限
が
本
年
12
月

31
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
だ
使
用
さ
れ
て
な
い
方
は
お

早
め
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
小
規
模
共
済
制
度
と
は
、
個
人

事
業
主
や
会
社
役
員
の
方
の

「
退
職
金
制
度
」で
す
。

●
制
度
の
特
色

①
安
心
な
国
共
済
制
度

②
掛
金
全
額
が
課
税
対
象
所
得

か
ら
控
除

③
掛
金
及
び
共
済
金
の
受
取
方

法
が
自
由
に
選
択
可
能

④
貸
与
制
度
の
充
実

●
運
営
機
関（
国
出
資
機
関
）

　
独
立
行
政
法
人
　
中
小
企
業
　

基
盤
整
備
機
構

●
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
と
は
、

（
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制

度
）取
引
先
事
業
者
が
倒
産
し
、

売
掛
金
債
権
な
ど
が
回
収
困
難

に
な
っ
た
場
合
に
、「
貸
付
が

受
け
ら
れ
る
共
済
制
度
」で
す
。

●
制
度
の
特
色

①
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損
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法
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業
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す
。

②
解
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す
。
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12
か
月
未
満
は
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て
で
す
）

③
取
引
先
が
倒
産
し
た
場
合
、
掛

金
の
積
立
金
の
10
倍
の
範
囲
内

（
最
高
８
０
０
０
万
）で
被
害
額

相
当
の
貸
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

④
共
済
金
の
借
入
条
件
は
、
無
担

保
、
無
保
証
人
で
す
。（
最
初

の
６
か
月
は
据
置
）元
金
均
等

返
済
。
た
だ
し
、
共
済
金
の
１

／
10
に
相
当
す
る
額
は
、
掛
金

総
額
か
ら
控
除
さ
れ
、
他
の
加

入
者
が
利
用
す
る
貸
付
金
の
原

資
と
し
て
充
て
ら
れ
ま
す
。

※

取
引
先
の
倒
産
と
は
、
私
的
整

理
の
一
部
、
法
的
整
理
の
申
立

て
、
銀
行
取
引
停
止
処
分
を
い

い
ま
す
。（
夜
逃
げ
は
含
ま
れ

ま
せ
ん
）

●
運
営
機
関（
国
出
資
機
関
）

　
独
立
行
政
法
人
　
中
小
企
業
　

基
盤
整
備
機
構

新
春
駅
伝
大
会
に

　
　
　
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
第
25
回
新
春
駅
伝
大
会
を
駕
与
丁

公
園
で
開
催
し
ま
す
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１
チ
ー
ム
５

人
で
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
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１
人
２
キ

ロ
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で
す
の
で
少
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練
習
す

れ
ば
だ
れ
で
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走
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る
距
離
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
あ
な
た
も
お
友
達
や
ご
近

所
の
方
を
誘
っ
て
走
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

●
日
時
　
平
成
25
年
１
月
27
日（
日
）

午
前
９
時
20
分
ス
タ
ー
ト

●
コ
ー
ス
　
駕
与
丁
公
園
半
周
コ
ー

ス（
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

●
参
加
資
格

▽
小
学
生
の
部
　
３
年
生
以
上

▽
中
学
生
の
部
　
中
学
生

▽
一
般
の
部
　
町
内
在
住
、
在
勤
者

●
申
込
締
切
　
平
成
25
年
１
月
17
日

（
木
）

●
問
合
せ
　
☎（
９
３
８
）
０
２
２
９

白
久（
し
ら
ひ
さ
）
ま
で

七
社
参
り
ジ
ョ
ギ
ン
グ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　
元
旦
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
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な
が
ら
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内
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参
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が
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。

●
日
時
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成
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旦
　
午
前
５

時
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分

●
集
合
場
所
　
粕
屋
町
役
場
玄
関
前

●
服
装
　
体
操
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オ

ル
●
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用
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い
。

※

雨
天
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
合
せ
　
☎（
９
３
８
）
０
２
２
９

白
久（
し
ら
ひ
さ
）
ま
で
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こ
の
コ
ー
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ー
へ
の
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句
・
川

柳
・
短
歌
を
掲
載
希
望
の
方
は
、

楷
書
で
作
品
・
掲
載
希
望
月
と
連

絡
先（
問
合
せ
先
電
話
番
号
）
を
書

い
て
、
掲
載
希
望
月
の
前
月
１
日

ま
で
に
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
、

直
接
窓
口
ま
で
。
お
ひ
と
り
１
点

の
応
募
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
合
せ

　
粕
屋
町 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課

☎(

９
３
８) 

０
１
７
３

　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
９
３
８
）
３
１
５
０
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ら
の
働
く
姿
稲
実
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
永
　
弘
子

台
風
が
過
ぎ
て
間
も
な
し
月
の
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
文
夫

秋
晴
の
諭
吉
ゆ
か
り
の
門
く
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
井
　
澄
枝

金
木
犀
ふ
と
甦
る
遠
き
日
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
部
　
絹
代

〔
川
柳
〕

い
ゝ
家
内
十
年
た
っ
た
ら
お
っ
か
な

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
松
　
久
英

名
月
を
浴
び
て
コ
オ
ロ
ギ
地
に
恥
じ

ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
武
　
秀
月

同
郷
の
気
楽
さ
お
国
訛
り
で
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
田
さ
く
ら

北
京
で
は
想
定
外
の
旗
と
り
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
久
島
か
よ
子

独
り
居
に
盗
人
想
定
し
て
暮
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
田
　
　
愛

長
年
の
夫
婦
に
染
る
同
じ
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
内
ま
ど
か

タ
オ
ル
地
に
染
め
た
記
念
に
よ
み
が

え
る
　
　
　
　
　
　
　
　
瀧
本
　
章
志

シ
ナ
リ
オ
の
通
り
で
眠
く
な
る
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
野
　
成
子

何
に
色
に
染
め
る
定
年
か
ら
の
画
布

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
井
す
み
子

頬
染
め
た
昔
も
あ
っ
た
糸
切
歯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
鈴
女

絵
手
紙
の
母
は
気
楽
な
屋
形
船

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
城
千
代
子

想
定
の
地
震
で
揺
れ
る
大
八
洲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
楢
原
と
よ
お
き

南
海
ト
ラ
フ
被
害
想
定
べ
ら
ぼ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
永
　
節
子

想
定
内
遺
産
に
も
め
る
程
も
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
井
　
秀
子

不
景
気
に
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
た
め
息

が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
永
笑
美
香

〔
短
歌
〕

チ
ラ
チ
ラ
と
降
る
雪
さ
む
く
年
の
暮

遠
く
聞
え
る
除
夜
の
鐘
の
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
原
　
弘
子

４
軒
の
子
持
ち
家
族
の
ア
パ
ー
ト
に

衣
乾
さ
れ
て
秋
風
に
揺
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
原
　
弘
紹

秋
風
や
千
種
の
園
に
し
み
立
ち
て
一

む
ら
高
き
コ
ス
モ
ス
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
筋
ア
イ
子

家
並
増
え
見
え
隠
れ
す
る
若
杉
に
入

り
日
照
り
染
む
秋
の
夕
暮
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
田
　
　
勝

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
俳
句
・
川

柳
・
短
歌
を
掲
載
希
望
の
方
は
、

楷
書
で
作
品
・
掲
載
希
望
月
と
連

絡
先（
問
合
せ
先
電
話
番
号
）
を
書

い
て
、
掲
載
希
望
月
の
前
月
１
日

ま
で
に
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
、

直
接
窓
口
ま
で
。
お
ひ
と
り
１
点

の
応
募
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
合
せ

　
粕
屋
町 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課

☎(

９
３
８) 

０
１
７
３

　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
９
３
８
）
３
１
５
０
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※式典は、1/14（成人の日）では
　ありません。

１13(日)

受 付　１０：３０～
式 典　１１：３０～

成人式

　粕屋町では、平成２５年１月１３日（日）に、粕屋町立生涯学習センター（サンレイクかすや）で成人
式を執り行います。
　新成人に該当する方は、平成４年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた方です。
　成人式の案内状は住民登録（平成２４年１２月１日現在粕屋町内に住民登録をされている方）をもと
に、１２月上旬に郵送いたしますが、次の事項に該当される方も、成人式に参加できますので、希望
される方は社会教育課（☎９３８ー１４１０）までご連絡ください。
　○以前、粕屋町に居住していて、現在は町外に住んでいる方
　○学業・就職などにより、現在住民票を町外に移されている方
　○何らかの事情により、案内状が届いていない方
　ただし、案内状が届いていない方で、１２月１４日（金）までにご連絡いただけない場合は、成人式
当日配布予定のパンフレットへの名前の掲載ができませんのでご注意ください。

おめでとう20歳
は た ち

「町長と語ろう」のお知らせ「町長と語ろう」のお知らせ
　「粕屋町に生まれて良かった、住んで良かった、住み続けたい」安全で安心して、
そして優しさや幸福を感じ暮らせるまちづくりを目指しています。
　町長と明日の粕屋町を語りましょう。
　希望される方は、下記にて申し込みをお願いします。
　なお、希望者多数の場合は抽選し決定します。申込者には、後日通知いたします。

●対象日　平成25年1月22日（火）
●時間　A～Cの時間帯のうち1回（30分以内）。
　　　　　A 13:00～13:30
　　　　　B 13:45～14:15
　　　　　C 14:30～15:00
●場所　粕屋町役場（参加人数によりお部屋を
　　　準備いたします）　　
●対象　粕屋町内在住又は在勤の個人、グルー
　　　プ、団体（1日3名（組）まで）
●申込方法　ハガキ又はふくおか電子申請でお
　　　　　申し込みください。

【ハガキ】
　住所・氏名・年齢・電話番号・参加予定人数・希望日・
希望の時間帯を明記のうえ、1月15日（火）までに
投函してください。（当日消印有効）
【ふくおか電子申請】
　インターネットで、「粕屋町　ふくおか電子申請」を
検索し、「町長と語ろう」の画面に従って入力してく
ださい。

　1月15日（火）まで。
●問合せ・申込み先
　〒811－2392　粕屋町駕与丁1丁目1－1
　粕屋町協働のまちづくり課　☎938－0173
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御

　
礼

寄
附
を
受
納
さ
れ
た
団
体
名

寄
　
贈
　
主

亡
く
な
ら
れ
た
方

居

住

地

年
齢

左
の
方
々
よ
り
、
香
典
返
し
と
し
て
多
額
の
御
寄
附
を
賜
り
ま
し
た
。

紙
面
を
か
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

御
寄
附
い
た
だ
い
た
ご
芳
志
は
、
十
分
尊
重
し
て
、
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

大
隈
区

大
隈
区
老
人
ク
ラ
ブ

大
　
　
隈

田
代
ハ
ル
子

田
代
　
太
郎

90

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

駕
輿
丁

堀
江
　
𠀋
吉

堀
江
　
シ
メ

84

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

上
大
隈
区
老
人
ク
ラ
ブ

上
大
隈

古
井
ヨ
ネ
子

古
井
　
道
義

81

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

戸
原
区

戸
　
　
原

近
藤
　
秀
子

近
藤
　
隆
雄

65

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

内
橋
一
区
老
人
ク
ラ
ブ

内
橋
一

安
川
　
隆
延

安
川
ノ
ブ
子

91

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

乙
仲
原
西
区
老
人
ク
ラ
ブ

乙
仲
原
西

青
木
　
政
広

青
木
　
政
喜

80

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

江
辻
区
老
人
ク
ラ
ブ

江
　
　
辻

西
村
　
和
利

西
村
　
利
記

102

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

酒
殿
区

酒
　
　
殿

永
井
マ
リ
子

永
井
　
長
利

83

10
月
１
日
〜
10
月
31
日
（
敬
称
略
）

休日急患診療実施診療所一覧
■年末年始の休日急患診療を、下記のように
　実施しますのでお知らせします。
※診療時間はいずれも午前9時～午後5時です。

※休日在宅当番医が変更になる場合もあります。
　事前に病院などへ確認してください。

(内科・小児科は、内科のみ・小児科のみとなる場合があります。)

12/30 (日)

12/31 (月)

  1/ 1  (火)

  1/ 2  (水)

  1/ 3 (木)

町 名

志免町

志免町

宇美町

粕屋町

篠栗町

町 名

久山町

病院名

社会保険仲原病院

栄光病院

久恒病院

片井整形外科内科病院

篠栗病院

病院名

電話番号

621-2802

935-0147

932-0133

938-4860

947-0711

電話番号

652-3119

〈外　科〉

〈内科・小児科・歯科〉

12/30 (日)

  1/ 3  (木)

～

粕屋中南部休日
診療所

●出生届・死亡届などは、休み中でも受け付けます。

●当番医は、右記をご覧になるか粕屋南部消防本部
　（☎935－5111）へお尋ねください。
●ごみ・し尿などは□ぺージの「環境ア・ラ・カルト」
　をご覧ください。

町の業務の年末年始休み
が休みです。

30
(金) (金)

31
(土)
29

(木)
28

　
１
／
１

(日)
２

(月)
３

(火)
４

(水)

24年

前年対比

37

＋4

　0

±0

50

＋3

372

－16

　0

－2

489

－8

9月末現在町内の交通事故発生状況

発生

発生件数

9月中 9月中 9月中

負傷者数死者数区分

1 2 月 の 税 金

町の人口

23年

24年

22年

人 口

10月末現在

42,580 21,095 21,485 17,037

43,004 21,214 21,790 17,276

43,733 21,597 22,136 17,732

国民健康保険税　第７期

納め忘れていませんか

固定資産税　　　第３期

国民健康保険税　第６期

11月の
税　金

役 　 　 　 　 場

健 康 セ ン タ ー

福 祉 セ ン タ ー

生涯学習センター

総 合 体 育 館

図書館・歴史資料館

プールは12/21（金）から休みです。プールは12/21（金）から休みです。

男 世帯数女

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　
広
報
か
す
や
11
月
号
の
掲
載
記
事

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
次
の
よ
う

に
訂
正
し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

Ｐ
６
長
寿
者
訪
問
の
記
事
中
、

【
百
六
歳
】
２
行
目
（
敬
称
略
）　

　
誤
　
大
井
出
　
フ
ミ
（
柚
須
）

　
正
　
大
井
手
　
フ
ミ
（
柚
須
）

粕
屋
町
介
護
福
祉
課

・

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

原
町
区

原
　
　
町

平
昭
　
大
成

平
昭
　
澄
子

74

平
成
24
年
度

　
　自
衛
官
採
用
案
内

◎
陸
上
自
衛
隊

　高
等
工
科
学
校
生

　徒

※

中
学
校
卒
業
者
な
ど
を
採
用
す
る

コ
ー
ス
で
、
高
校
卒
業
資
格
も
取

得
で
き
ま
す
。

●
応
募
資
格
　
中
学
３
年
生
以
上
17

歳
未
満（
平
成
８
年
４
月
２
日
〜

平
成
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
の

男
子

●
応
募
締
切
　
平
成
25
月
１
月
７
日

（
月
）（
必
着
）

※

推
薦
試
験
は
締
切
が
12
月
７
日

（
金
）
と
な
り
ま
す
。

●
試
験
日

　１
次
試
験
　
平
成
25
年

１
月
19
日（
土
）

●
問
合
せ

　福
岡
地
方
協
力
本
部
　

福
岡
募
集
案
内
所

　
☎（
６
０
７
）４
８
２
６

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考日／曜日

行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考日／曜日

12月の行事予定表12月の行事予定表

日曜がん総合検診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
健康相談 9:00～12:00 健康センター 
ウォーキング日 9:30～　　　 健康センター 町内をウォーキング（どなたでも参加できます）
親子オープンルーム 9:30～11:30 健康センター 乳幼児
行政相談 10:00～12:00 福祉センター 
心配ごと相談 10:00～12:00 福祉センター 
特設人権相談 10:00～15:00 福祉センター 
人権街頭啓発 16:00～　　　 町内スーパー等 
子育て支援イベント 10:00～12:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（1・2歳児対象）
子育て支援イベント 10:30～12:00 大川保育園 講習会（絵本について）
1歳6か月児健診 12:50～13:50 健康センター 平成23年5月生まれの児
第33回人権を尊重する町民のつどい 13:30～15:40 サンレイクかすや 
がん総合検診、被扶養者特定健診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
がん総合検診、被扶養者特定健診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
子育て支援イベント 10:00～12:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（3・4・5歳児対象）
マタニティ相談 13:00～14:30 健康センター 前日までに予約してください
赤ちゃん相談 13:00～15:00 健康センター 1歳6か月までの希望者（前日までに予約してください）
交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 2階防災会議室
子育て支援イベント 10:00～12:00 ヴィラのぞみ愛児園 メンコ遊び
子育て支援イベント 10:30～12:00 大川保育園 クリスマス製作
10か月児健診 13:00～13:40 健康センター 平成24年2月生まれの児
平成24年第4回粕屋町議会定例会開会予定 9:30～　　　 粕屋町役場 詳しくは、町ホームページ「粕屋町議会」をご覧ください。
3歳児健診 12:50～13:30 健康センター 平成21年11月生まれの児
心配ごと相談 10:00～12:00 福祉センター 
2歳児歯科健診 13:10～13:50 健康センター 平成22年8月生まれの児
子育て支援イベント 10:00～11:30 わかば保育園 12月のお誕生会（クリスマス会）
4か月児健診 13:00～13:40 健康センター 平成24年8月生まれの児
園庭開放 10:00～11:00 西保育所 作って遊ぼう
子育て支援イベント 10:00～12:00 ヴィラのぞみ愛児園 折り紙遊び
子育て支援イベント 10:30～12:00 大川保育園 クリスマス会　※要予約
4か月児健診 13:20～13:50 健康センター 平成24年8月生まれの児
ウォーキング日 9:30～　　　 健康センター 町内をウォーキング（どなたでも参加できます）
お楽しみ園庭開放 10:00～11:00 中央保育所 クリスマス会
交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 2階防災会議室

2　(日)

3　(月)
 
 

4　(火)

5　(水)

6　(木)
 
 
9　(日)

10　(月)
11　(火)

12　(水)
 
 

13　(木)
 
 
 

14　(金)

18　(火)
 

19　(水)
 
 

20　(木)
 
 
 

21　(金)
 
27　(木)

健康相談 9:00～12:00 健康センター 
ウォーキング日 9:30～　　　 健康センター 町内をウォーキング（どなたでも参加できます）
親子オープンルーム 9:30～11:30 健康センター 乳幼児
行政相談 10:00～12:00 福祉センター 
心配ごと相談 10:00～12:00 福祉センター 
子育て支援イベント 10:00～11:30 わかば保育園 リズム遊び
子育て支援イベント 10:00～12:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（3・4・5歳児対象）
マタニティ相談 13:00～14:30 健康センター 前日までに予約してください
赤ちゃん相談 13:00～15:00 健康センター 1歳6か月までの希望者（前日までに予約してください）
交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 2階防災会議室
子育て支援イベント 10:00～12:00 ヴィラのぞみ愛児園 駒で遊ぼう
子育て支援イベント 10:30～12:00 大川保育園 お正月遊び
10か月児健診 13:00～13:40 健康センター 平成24年3月生まれの児

7　(月)
 
 

8　(火)
 

9　(水)

10　(木)

1月上旬の行事予定表1月上旬の行事予定表
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